
協
賛
へ
の
お
礼

二
百
九
十
二
の
企
業
お
よ
び
百
三
十
七
人
の
方
々

に
ご
協
賛

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会場案内図

花
火
見
物
に
出
か
け
ま
せ
ん
か

夏
の
夜
空
に
涼
の
情
緒

18:20 太 僉 傑 存 会 彫 戸゙ っ づ み 進/

演 奏

19:  (x)rm

jE θj 松 戸 虐 長 前 拶

jE 閲 点 火 式

jｙ 卻　 ⊇ ｽじ………jし:ニヘ……
…
…

耀 蔘 ヌ タ ー マ 孑 ン

市 厠 施 行∂ａ可 年 記 念 花 火

覃 発 早 打 ち、 屮 一犬 ヌ タ ー マ イ ン

j9 ； 25　 ノノ:う･ｙ∧ﾒｿJ.･.j゙

荏 掛 け 花 火 、 シ ャ ー プ/ ヽ－ チ 、 ナ

イ アガ ラ、 水 ヱ マ 孑 ン

j!X j 45　 匸.=、ﾌﾞyj.･/口へ.ヅ=ﾂ…゙…､/

屮 ヌ タ ー マ イ ン、 苹 発 早 打 ち、 抒

譱 け 花 火 、 仔 大 ヌ タ ー マ イ ン

Ｘ ｊ 価= 谷 にじ卜j'̈…………ﾌ…゚……f･……U｡･.:I.‥=51……………ﾐｰ､･.、

大 ヌ タ ー マ イ ン 、 仕 撕 け 花 火 、 屮

ヌ タ ー マ イ ン､ 花 火 フ ァ ン タ ジ ア、

苹 発 早 打 ち、 晨 辟 ヌ タ ー マ 孑 ン

Ｊ ； 匐 辟 了

●かなりの人出が予想されますので、けがや迷子にご注意ください。

(小さなお子さんには名札をつけるなどの工夫をし、迷子にならないよ

う十分ご注意ください)
●ごみは会場内外のごみ箱に分別し、入れてください。

●駐車場はありませんので、車でのご来場はできません。

松戸花火大会
イン２００３

８月２日(土)午後７時から

松戸市制施行６０周年記念

みんなであげる

夢 花火

夏
の
鵈
貉
詩
、
花
火
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
皆
ふ
ん
か
ら
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
打
ち

上
げ
花
刈

や
ズ

タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
夜
空
を
彩

る
花

火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

日
時
…
８
５
２
日
出
午
後
フ
時
～
８
時
3
0分

〔
荒
天
の
暢
合
は
、
８
月
９
日
比
に
順
延
〕

会
苧

広

ぞ
川
河
川
敷
（
松
戸
商
工
会
議
所
先
）

柚

松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観

油

謝
即
）
ぶ

ゴ

・
７
Ｑｕ
ｎｃ
フ
　
Ｗ
’

社

日
の

開
催
蔓
内

包
0
1
8
0
一ぺ一
9
9`・
４
ぐ
祠
勺

心

大会プログラム

※お願い



水は限りある資源です

大切に使いましょう！
私たちは、蛇口をひねるだけで水を使うことができる便利な

生活にすっかリ慣れていますが､ 水は限りある貴重な資源です。

この限りある水を自由に使うことは 、上流にダムなどを建設

して水資源を確保すること、その水を飲めるように浄化するこ

と、皆さんの家庭まで水を送ることなどで成り立っています。

このため、水の無駄遣いは極力なくすことが重要です。

この限りある貴重な水を大切に使うため、下記の方法等で節

水にご協力＜ださい。

圖北千葉広域水道企業団容345-3211 、市水道部総務課容3∠囗

－0430

衛
生
的
で
安
全
な
飲
み
水
は
、
私

た
ち
の
生
活
や
環
境
の
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

飲
み
水
と
し
て
井
戸
水
を
利
用
さ

れ
て
る
人
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
衛
生
的
な
管
理
に
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

①
コ

ッ

プ
に
水

を
採

っ
て
、
色

・
濁

り

・
に

お

い
な

ど
に

異
常

が
な

い
か

点

検
し
ま
し

ょ
う

。

②
井

戸
水

や
貯
水

タ
ン

ク
の
周

り
の

点

検

・
清

掃
を
行

い
、
清
潔

に
保
ち

ま
し
ょ
う

。

⑤

飲
み
水

が
飲
用

に
適
す

る
か
ど
う

か
、
年

一
回
水
質
検

査
を
受
け

ま
し

※
井
戸
水

の
水

質
検
査
は

、
松

戸
保

健
所
に

お
い
て
予
約
制

で
受

け
付

け
て

い
ま
す

。

※
一
ヵ
所

の
井

戸
で
、
給
水
人
口

が

五
十
人
以
上

の
場
合
は
水

道
法
、

ま
た
は
千

葉
県
小
規
模
水

道
条
例

に
棊

づ
く
維
持
管
理

が
必
要
で
す
。

圜
松
戸

保
健
所
生
活

衛
生
課

昔
3
6
1
・

平成１４年度大気環境測定結果

蛇口の開閉はこまめに

松戸市内の大気環境測定結果をお知らせし　　で、東葛地域の光化学スモッグ注意報発令が

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８日間ありましたが、健康被害の発生はあり

二酸化硫黄・二酸化窒素および一酸化炭素　　ませんでした。また、有害大気汚染物質につ

は環境基準を達成していますが、浮遊粒子状　 いて 、トリクロロエチレン、テトラクロロエ

物質については、一部非達成でした。光化学　 ヂレンは環境基準を達成していますが、ペン

オキシダントについては 、環境基準は非達成　 ゼンは一部非達成でした。

歯磨き は コッ プの 水で

洗車はバヶツ洗いで

〔注〕上本郷局の浮遊粒

子状物質について、2％

除外値の数値は環境基

準以下ですが、年間測

定で環境基準を超過し

た日が2日間連続しまし

たので、基準非達成と

なります。

食器は、ため水洗いで

お風呂の残り湯は洗濯・掃除に再利用

二 酸 化 窒 素

〔98 ％値 〕

(ppm)

適

否

浮 遊 粒 子 状 物

質 〔２ ％ 除 外

値 〕(mg/m3)

適

否

ベ ン ゼ ン

〔年 平 均 僖]

(μg/m3)

適

否

一　般

環境局

根 本 0.056 Ｏ 0.0ﾜ｢ｱ Ｏ 2.3 Ｏ
五　香 0.049 Ｏ 0.084 ○ 2.6 ○

ニツ木 0.045 Ｏ 0.0ﾜ8 ○ 2.6 ○

自 動 車

排 ガ ス 局
上本郷 0.05ﾜ Ｏ 0.099 〔注 〕 × 3.3 ×

二 酸 化

窒 素

1時 間 値 の1 日 平 均 値 が0.04ppm

から0.06ppm ま での ゾ ー ン 内 、ま

たは そ れ以 下 であ る こ と

浮 遊 粒

子 状 物

質

1時 間 値 の1 日 平 均 値 が0.1  Omg/

m3 以 下 で あ り 、 か つ1 ㈲ 間 値 が

0.20mg/m3 以 下 で あ るこ と

ベ ン ゼ

ン

年 平 均 値 が3.0 μg/m3 以 下 で ある

こ と

休
日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夜
間
で
も
住

民
票

二
戸
籍
謄
抄
本
の
申
請
が
で
き
ま

す
。仕

事
な
ど
の
都
合
で
平
日
市
役
所
に

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

二
十
四
時
間
い
つ
で
も
住
民
票
や
戸
籍

謄
抄
本
の
申
請
が
で
き
る
「
休
日
夜
間

申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
」
を
市
内
九
ヵ
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
・：

●
松
戸
駅
東
西
連
絡
通
路
中
央
付
近

●
常
盤
平
・
小
金
・
小
金
原

こ
（
実
・

馬
橋
・
新
松
戸
・
矢
切
・
東
部
の
各
支

所
の
入
口
付
近

申
請
で
き
る
書
類
…
住
民
票

廴
戸
籍
謄

抄
本
（
市
内
に
本
籍
が
あ
る
大
）

環

境

基

準

（
環

境

上

の

条

件

）

大気汚染物質の発生は､ 主に工場や事業所、

物の燃焼や自動車などによります。

○自動車の不要なアイドリングや空ぶかし・

急発進・急加速はやめましょう。

○家庭ごみの焼却はできませんので、市の収

集に出すようお願いします。

老人保健担当室からのお知らせ

申
請

で
き
る
人
：

本

人

ま
た
は
本

人
と

同
一

世
帯
に
属
す

る
人

（
戸
籍

の
場
合

は
同

籍
者
）

用
意

了
る
も
の
…
返
信
用

封
筒

（
住
所

・
氏
名

を
記
入
し

、
八
十
円
切
手

を
張

っ
た

も
の
）
、
手
数
料
（
住
民
票
三
百
円

・
戸

籍
謄
抄
本
四
百
五

十
円

）

申
請

方
法
：
巾

請
書
に

必
要

事
項

を
記

入
し

て
、
返
信
用
封

筒

・
手
数
料

を
備

え
付
け

の
封
筒
に
入

れ
て
投

か
ん
し
て

く
だ

さ
い
。
申
請

の
翌
日

（
休
日

の
場

合
は
休

み
明
け
）

に
処
理
し
、

ご
自
宅

に
郵

送
し

ま
す
。

固
市
民
課

登
3
6
6
・
7
3
4
0

外
国
籍
の
大
と
同
居
さ
れ
て
い
る

大
は
、
要
望
に
よ
り
住
民
票
の
備
考

欄
に
、
同
居
さ
れ
て
い
る
外
国
籍
の

人
の
氏
名
、
続
柄
を
記
載
し
ま
す
の

で
、
住
民
票
を
申
請
す
る
と
き
に
係

員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

昌
市
民
課
登
3
6
6
Ｅ
7
3
4
0

〔限度額適用・標準負担額減額認定証の申請〕

低所得者（世帯員全員が、市民税非課税）に該当する人は、

申請により「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を

受けることができます。

入院または在宅総合診療による療養を受けた場合に、この

認定証を医療機関に提示すると、医療機関の窓口における一

部負担金について、低所得区分の限度額までの支払いとなり、

また、入院時の食事療養費の標準負担額が減額されます。

この減額認定証の有効期間は 、申請日の属する月の1 日か

ら 、翌年の「ｱ月末までです。申請は 、市役所保険課老人保健

担当室または最寄りの支所で行えます。

〔高額医療費支給申請〕

昨年10 月の老人保健制度改正により 、新高額医療費支給制

度が設けられました。

同じ 月内に限度額を超えて支払った医療費は、医療機関か

らの請求（診療報酬明細書）をもとに算定し 、後日市から返

還します。なお 、高額医療費に該当した場合、保険課老人保

健担当室から、順次該当している人に連絡し 、申請を受け付

けています。

該当通知を受け、まだ申請手続きをしていない人は、早い

時期に手続きをしてください。

固保険課老人保健担当室s366 ―ﾜ342

あ
な
た
の
健
康

正
常
な
の
に
緑
内
障
？
「
正
常
眼
圧
緑
内

障
」

緑
内

障
も
一

般
の
方
に

か
な
り
知

ら

れ
て

き

ま
し

た

。
実

際
、
「

眼
圧

は
？
緑
内

障
は
？
」

と
聞

か
れ
る
こ

と
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、

す
で

に
緑
内
障

と
診
断
さ

れ
て

い
る

人

も
眼
圧
を
非
常
に
気
に
さ
れ
ま
す
。

そ

れ
ほ
ど
緑
内
障

と
眼
圧
は
密

接
な

関
係

に
あ

る
わ
け

で
す
。
事
実

、
眼

圧

が
高
け
れ

ば
緑
内

障
の
可
能

性

が

高

い
し

、
視
野

障
害
の
進
行

も
早

い

の
で
す

が
、
緑
内

障
全
体

の
約
6
0％

は
眼
圧

が
正

常

で
あ

る
こ
と
を

ご
存

知
で
し

ょ
う

か

。
正

常
眼
圧
緑

内
障

と

い

い
、
「
眼

圧

が
常

に
正

常
範

囲

に
あ
り

な
が
ら

、
緑

内
障
性

視
神
経

乳
頭

の
変
化
と

視
野
異
常
を

持

つ
疾

患
」
と
定

義
さ
れ
て

い
ま
す

。

ど

う
し

て
な
る
の
？

「
ど
う

し
て
緑
内

障
に

な
っ
て
し

ま

っ
た

の

で
す

か
？

」
。
緑
内

障

と

言
わ

れ
た
時
、
こ
う

思
う

の
も
当
然

か
も
知

れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
正

常
眼

圧
緑
内

障
は
、

は
っ
き
り
し

た
原

因

が
わ

か
っ
て

い
ま
せ

ん
の
で
、

原
因

に

つ
い
て
詮
索
す

る
こ
と
は
無

意
味

で
す

。
た
だ
加
齢

に
伴

い
有
病

率
が

高
く
な

る
事

は
わ
か

っ
て

い
ま
す

。

ど
う

す
れ
ば
わ
か
る
の
？

眼
圧
測

定

・
眼

底
検
査

・
視

野
検

査

が
必
要

で
す

。
た
だ
し
一
回

の
検

査

で
診
断

が
つ
く
と

は
隕

ら
ず
、「
正

常
眼
圧

緑
内

障
疑

い
」
と
し
て

経
過

を
見
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場
合

も
少

な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

緑
内
障
と
い
う
と
す
ぐ
に
失
明
す

る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す

が
、
そ
れ
は
急
性
緑
内
障
発
作
を
除

き
緑
内
障
に
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
末
期
に
な
る
ま
で
眼
科
を
受

診
し
て
い
な
い
と
か
、
症
状
が
な
い

か
ら
途
中
で
眼
科
受
診
を
止
め
て
し

ま
っ
た
人
の
話
で
す
。
特
に
正
常
眼

圧
緑
内
障
は
非
常
に
長
い
経
過
を
と

る
疾
患
な
の
で
、
す
ぐ
に
失
明
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
基

礎
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

す
。
眼
圧
は
日
内
変
動
と
い
い
、
一

日
の
う
ち
で
も
変
わ
り
ま
す
の
で
。

で
き
れ
ば
二
十
四
時
間
、
一
時
間
あ

る
い
は
二
時
間
ご
と
に
測
る
の
が
よ

い
の
で
す
が
、
実
際
は
難
し
い
の
で

診
察
の
時
間
帯
を
変
え
た
り
し
て
測

り
ま
す
。
ま
た
、
季
節
変
動
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
眼
圧

や
、
眼
底
・
視
野
を
モ
ニ
タ
ー
し
な

が
ら
経
過
観
察
し
治
療
を
し
て
い
き

ま
す
。
治
療
さ
れ
る
側
も
治
療
す
る

側
も
根
気
が
必
要
で
す
し
、
こ
の
基

礎
デ
ー
タ
を
集
め
る
た
め
、
診
断
を

受
け
て
か
ら
し
ば
ら
く
治
療
し
な
い

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

治

療
方
法

は
あ
る
の

？
・

あ

る
程

度
眼
圧
に
依

存
す

る
タ
イ

プ
と
、
眼
圧

に
依
存
し

な

い
タ
イ

プ

が
あ
り
、

決
め
手
と

な
る
治
療
方

法

が
な

い
の
が
現
状
で
す

。
そ

れ
で
も

眼
圧
を
下

げ
る
事
は

プ
ラ
ス

に
作

用

す
る
こ
と

は
あ

っ
て

も
マ
イ

ナ
ス
で

は
な

い
の
で
、
眼
圧
下

降
薬
を

使
用

し

た
り
、

視
神
経
保
護

に
良

い
と

い

わ
れ
る
点
眼
薬
を
使

っ
た
り
し
ま
す
。

内

服
で
は

カ
ル
シ

ウ
ム
拮
抗
薬

が
視

野
障
害

の
進
行

を
遅
ら

せ

る
の
に
関

与

し
て

い
る
よ
う
で
す

。
手
術

は
眼

圧
を
下
げ

る
目

的
で
行

わ
れ

る
の
で

正

常
眼
圧
緑
内

障

が
眼

圧
だ
け

に
依

存

し
な

い
こ

と
を
考
え

る
と
、
リ

ス

ク
と

の
兼

ね
合

い
で
慎

重
に
検
討

す

る
必
要
が
あ
り

ま
す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

井
戸
水
の
衛
生
管
理

環境保全課Q366 ―ﾜ33ﾜ

平

成
1
4
年

度

測

定

結

果

ご
利
用
く
だ
さ
い

要
望
に
よ
り
住
民
票
の
備
考

欄
に
外
国
籍
の
人
の
氏
名
、
続

柄
が
記
載
で
き
ま
す

307



子

ど

も

と
女

性

に
対

す

る
暴

力

が
急

増

し

て

い
ま

す

。

子

ど

も

の

虐

待

に

対

す

る

相

談

や

、

不

登

校

・

い

じ

め

、

性

格

や

行

動

、

し

つ

け

、

養

育

上

の

問

題

に

つ

い
て

は

家

庭

児

童

相

談

室

（
児

童

福

祉

課

内

）

で

受

け

付

け

て

い
ま

す

。

女

性

へ

の
暴

力

（
Ｄ

Ｖ

）

に

つ

い
て

は

、

専

門

の

相

談

員

が

相

談

に

応

じ

ま

す

。

固
児

童

福

祉

課

昔
3
6
6・
7
3
4
7

0

夜

間

連

絡

先

〔
児

童

虐

待

〕
＝

柏

児

童

相

談

所

公
0
4
・

７

１

３

１

・

〔
女

性

へ

の

暴

力
　

Ｄ

Ｖ

〕
＝

女

性

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

ー

昔
0
4
3・
3
0
2・
１

０

１

５

、

昔
0
4
3・
2
4
5・
1
7
1
9

0

緊

急

通

報

＝

警

察

昔
１

１

０

川井敏久

市長室・発

今、あらためて開襟シャツ

平

成
１６
年
度
看

護
学
生
（
看

護

科
三
年

課
程
）
を

募
集

看護学生によるシーツ交換の演習

願

書

受

付

期

間
・：
平

成
1
6
年

１

月

５

日

非

～

９

日

蚩

午

前

８

時
3
0
分

土

止

午

、

午

後

１

時

～

５

時

試

験
日

…

１

月
2
4
日

比

二

次

試

験

）

受

験

資

格
：

大

学
受

験

の
資

格

が

あ

る

人

募

集

人

数
・：
四

十

人

※

入

学

案

内

を

有

料

で

配

布

し

て

い

ま

す

。

固
市

立

病

院

附

属

看
護

専

門

学

校

昔

3
6
7
・
4
4
4
4

不

順

な
天

候

続

き

の

中

、

時

折

射

す

夏

の

陽

も

、

い
よ

い

よ

本

格

的

に

な

っ

て

き

た

と

こ

ろ

で

す

が

、

今

年

の
夏

場

は

電

力

不

足

が
懸

念

さ

れ

て

い
ま

す

。

市

と

し

て

も

平

成
ｎ
１１
年

度

か

夏休み子ども教室2  0  0  3

ら
、
地
球
の
環
境
に
や
さ
し
い

市
役
所
を
目
指
し
「
松
戸
市
エ

コ
オ
フ
イ
ス
行
動
プ
ラ
ン
」
を

定
め
て
、
日
頃
よ
り
電
気
や
水

道
、
自
動
車
燃
料
な
ど
の
使
用

量
削
減
に
、
積
極
的
に
取
り
組

定例の部長会議も開襟シャツで

ん
で
い
ま
す
。

特
に
電
力
の
需
要
が

最
大
と
な
る
夏
場
は
、

さ
ら
に
電
力
削
減
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

①
庁
舎
の
冷
房
温
度
を

二
十
八
度
に
設
定
し
、

状
況
に
応
じ
て
冷
房
時

間
を
短
縮
し
ま
す
。

②
昼
休
み
に
は
原
則
全

館
消
灯
し
、
ま
た
、
不

用
な
機
器
の
電
源
を
切

り
ま
す
。

環境・防災・建設技術を考えてみよう！
交通：ＪＲ武蔵野

線新八柱駅または

新京成電鉄八柱駅

下車→パス「牧の

原団地行」牧の原

小学校下車（所要

時間約10 分）

新京成電鉄常盤平

駅下車→バス「牧
の原団地行亅 牧の

原小学校下 車（所

要時間約10 分）

会場案内図
日時…8 月８日廊･ ９日（士）午前10 時～午後3

時［雨天決行］

会場…国土交通省関東技術事務所（五香西

6の12 の1 ）

費用…無料（人退場自由）

※できるだけ電車･バスをご利用＜ださい。

固国土交通省関東技術事務所環境技術課

c389  - 5126

URL …httｐ://ｗｗｗ.ktr.mlit,ｑｏ,jp/kangi/

③
電
力

の

需
要

が
ピ
ー

ク
と
な

る
午

後
１

時
か
ら

４
時
ま

で
、

新
館

の

エ
レ

ペ
ー
タ

ー
ニ

基
を

休
止

し
、

職
員
は

原
則

と
し
て

上
下

三
階

以
内

の
移
動

に
は

エ

レ

ベ
ー

タ
ー
は
使

い
ま
せ

ん

。

こ

れ
ら

の
取
り

組
み

は
、
単

に
電

力
不

足
に
備
え

る
だ
け
で

な
く

、
地

球
温
暖

化
対

策
と
し

て

も
重
要

な
取
り

組
み

で
す

。

来
庁

さ
れ

る
皆

さ

ん
に
は
、

冷
房

が
あ

ま
り
効

い
て
い
な
い
、

エ
レ

ベ
ー
タ

ー
の
待
ち

時
間

が

か
か

る
な
ど

の
ご
迷
惑

を
お

か

け
し

ま
す

が
、

ご
理
解

と
ご

協

力

を
お
願

い
し

ま
す

。

ま
た

、
冷
房
温

度
二

十
八

度

設

定
に
伴

い
、
見

苦
し

く
な

い

範

囲
で

、
職
員

の
軽

装
と
ノ

ー

ネ

ク

タ
イ

を

推
奨
す

る

「
さ

わ

みんなの生活と糴境/こついて考えこみませんか？

・ 家 庭 排 水 や 川 の 水 質 を 調 べ 、環 境 に つ い て 考 え て み ま せ ん か ９

・ 冂||を き れ い に する ク イ ズ 」 に 答 え て ド ジ ョ ウ を つ か ま え よ う ！

・ 松 戸 市 内 の 下 水 道 の 役 割 やし く み に つ い て 学 習 し て み ま せ ん か ？

・ お 天 気 の こ と 勉 強 し て み ま せ ん か ？ 過 去 の 天 気 な ど 調 べる こ と が で き ま す 。

8月8日廊

・ ペ ッ ト ボ ト ル を 使 っ た 浄 水 器 や 古 紙 を 使 っ た フ ラ ワ ー ポ ッ ト を 作 っ て 、環 境

や リ サ イ ク ル に つ い て 考 え て み ま せ ん か ？

・ バ リ ア フ リ ー っ て な 匚 ？　 車 イ ス や 高 齢 者 の 疑 似 体 験 が で き ま す 。

8 月8 日 ㈲ ・9 日 仕）

洪 水 や 地 震 力l起 き た と き の こ と を 考 え て'み ま せ ん か ？

・ 地 震 や 煙 道 （火 事 の と き 、発 生 す る 煙 の 恐 ろ し さ ） の 体 験 が で き ま す 。 8月8日㈲

・ 台 風 の と き な ど の 豪 雨 の 体 験 が で き ま す 。

・ 非 常 食( い ざ と い う と き の 食 べ 物) の 試 食 を し な が ら 、防 災 の こ と を 考 え て み

ま せ ん か ？

8 月8 日 廁･9 日 出

い ろ い ろ な 建 餒 技 術 や 建 設 睿 械 を 見 て み ま せん か ？

・ い ろ ん な 現 場 で 活 躍 する 建 設 機 械 を 見 る こ と が で き ま す 。

・ レ ン ガ を 並 べ て ア ー チ 襦 を 作 り ま せ ん か ？　 ち ゃ ん と で き る か な ？

・ 昔 と 今 の 地 図 や 、飛 行 機 か ら 撮 っ た 地 図 な ど 、い ろ い ろ な 地 図 を 見 て､｢ 測 量｣

に つ い て 学 習 し て み ま せ ん か ？

8 月8 日 廊･9 日 出

や
か
エ
コ
ス
タ
イ
ル
（
軽
装
）

月
間
」
を
８
月
末
日
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

私
も
、
執
務
中
は
開
襟
シ
ャ

ツ
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
何
か
、
学
生
時
代
に
衣
替

え
し
た
頃
を
思
い
出
し
て
し
ま

い
ま
す
。

冷
房
が
今
ほ
ど
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
時
代
の
、
暑
さ
を
し

の
ぐ
先
人
の
知
恵
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
、
今
さ
ら
な
が
ら
よ

く
で
き
た
デ
ザ
イ
ン
だ
と
、
感

心
し
ま
す
。

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

も
、
こ
の
折
り
に
電
気
の
大
切

さ
、
重
要
さ
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
の
省
電

力
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

襟
元
の

涼
し
き
人
と

語
り
け
り

市民 の皆さ ん の声を直接 お聞 きする ため 、

市長専 用のファ クスと 、市長室直 通のメ ール

ボック スを設置し てい ます。

市政 に関し て 感じ ているこ と や建設的なご

意見をお 寄せく ださ い （できれば 、連絡先電

話番号 をお書 き添 えくださ い）。

フ ァク ス366-2301

メールアドレ ス

mayor.matSLJdo@intership.ne.jp

介

護

保

険

運

営

協

議

会

８
月
５
日
天

午
後
２
時
3
0分

か
ら

会
場

市
役
所
新
館
七

階
会
議
室

奈
傍

聴
で
き
ま
す
。
議
題
等

は
お
問

い

合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

飄
介

護
支
援
課

登
3
6
6
・
7
3
7
0

教

育

委

員

会

会

議

８
月

７
日

困
午
後
２
時
か

ら
　

会
場

京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
ビ
ル
五
階
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す

。
議
案
等
は
お
問

い

合

わ
せ
く
だ

さ

い
。

圖
教
育
委

員
会

企
画
管
理

室

昔
3
6
6
・
７

松
戸
市
高
齢
者
ケ
ア
会
議

８
月
８
日
㈲
午
後
１
時
～
３
時

会

場
市
役
所
新
館
七
階
会
議
室
　
傍
聴
定

員
先
着
十
人

固
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
登
3
6
6
・
7

3
4
3
直
3
6
6
・
7
7
4
００

児

童

扶

養

手

当

現

況

届

（

更

新

手

続

き

）

の

受

け

付

け

児

童

扶

養

手

当

を
受

け

て

い

る
人

は

、

８
月

１

日

窗
～

９

月

１

日

菲

の

間

に

児

童

扶

養

手

当

現
況

届

の
提

出

を

し

て

く

だ

さ

い
。

提
出

が
な

い
と

、
受

給

資

格

が
あ

っ
て

も

８

月

分

以

降

の

手

当

が
受

け

ら

れ

な

く

な

り

ま

す

の

で

、
ご
注

意

く

だ

さ

い
。

ま

た

、

提

出

期

間

を

過

ぎ

る

と

年

内

の

振

り

込

み

は

で

き

ま

せ

ん

の

で

、

必

ず

期

間

中

に
届

け
出

を

し

て

く

だ

さ

い
。

受

付

錫

陏
・：
児

童

福

祉

課

給

付

担

当

室

圖
児

童

福

祉

課

給

付

担

当

室

昔
3
6
6・

７

納
期
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

７
月
3
1日
米
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
（
第
二
期
）
の
納
期
限
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
口
座
振
替
の
人
は
、
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
収
納
課
登
3
6
6
・
7
3
2
5

た
ば
こ
税
の
「
手
持
品
課
税
」
の

申
告
期
限

た
ば
こ
の
販
売
業
者
が
、
７
月
１
日

現
在
、
販
売
の
た
め
に
所
持
し
て
い
る

た

ば

こ

の
合

計

数

量

が

、

三
万

本

以

上

で

あ

る
場

合

に

は

、

そ

の

た

ば

こ

は
手

持

品

課

税

の
対

象

と

な

り

ま

す

。

手

持

品

課

税

叭

告

書

の

提

出

期

限

は

７

月
3
1
日

米

で

す

の

で

、

期

限

内

に
申

告

し

て

く

だ

さ

い
。

な

お

、

納

期

隕

は

平

成
1
6
年

１
月

５

日

冊

で

す

。

圖

松

戸

税

務

署

登
3
6
3・
１

１

７

１

、

東

葛

飾

支

庁

税

務

課

登
3
6
1・
２

２

７

９

、

市

税

制
課

登
3
6
6・
7
3
2
1

東

部

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
内

浴

室

の

休

業

浴

室
改
修
工

事
の
た

め
、
９
月
3
0日

㈹
ま
で
休
業
し

ま
す

。

そ

の
他
セ

ン
タ
ー
内

の
施

設
は
、
平

常
ど
お
り

ご
利
用

で
き
ま
す

。

固
東

部
老
人

福
祉
セ
ン

タ
ー

登
3
9
2
・
３

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の

講
座

講座名 日　時 定員/費用

初 め て のWindows
8/2 出 ・9( 士)午 前9 時30 分

～ 午 後4 時30 分

各10 人/

吝12,000 円

(10,000 円)

Word を使 っ た 文 書 作

成 講 座

8/7 床 ・8 圃 午 前9 時30 分

～ 午 後4 時30 分

Excel を 使 っ た 表 計 算

講 座 ｜

8/11 ㈲ ・12 ㈹ ・18 ㈲ ・19

㈲　　　　　　　　　 午 後

Access を 使 っ た基 礎

講 座

8/19 ㈲ ・20 冰)・21 休)・22

廊　　　　　　　　　 午 前

イ ン タ ーネ ッ ト 講 座 8/20 伽 ・21 ㈲ ・22 窗 午 後 10 人/10,000 円

2級 建 築 士 資 格 取 得 講

座 製 図 コ ー ス 〔全10

回 〕

9/2 ～20 の 毎 週 火 ・木 ・土

曜 日午 後6 時30 ～9 時( 土 曜

日 は 午 後ら時 か ら)

15 人/40,000 円

(30,000 円)

※午前＝午前9時30 分～午後

O時30 分、午後＝午後1 時

30 分～∠LE時30分

※受付開始時に定員を超えた

場合は抽選になります。

※（　）内は当会員事業所ま

たは団体会員のメンバーの

料金です。

Ⅲ「ｱ月25 日廊午前9時から、受

講料を添えて 、直接松戸地域

職業訓練センター（小金原1 の

19の3 、O349-3200) へ

催し物＆展示コーナー

ス
ト
ッ
プ
！

子
ど
も
と
女
性
へ
の
暴
力

こ

琶

妬

顫

昌

回

瑩

う

泥

ん

拾

と

治

昌

こ

ま

っ

て

い

る

「

あ

な

た

」

を

た

す

け

ま

す

。

だ

れ

か

に

そ

う

だ

ん

し

た

い
と

お

も

っ

て

い

る

、

こ

ど

も

の

な

や

み

に

こ

た

え

ま

す

。

こ

ど

も
ｓ

ｏ

ｓ

コ

ー

ル

昔
3
6
6・
3
9
4
1

※

平

日

午

前

９

時

か

ら

午

後

５

時

ま

で

こ

ど

も
ｓ

ｏ

ｓ

メ

ー

ル
ｃ
ｈ
ｉｌｄｒ
ｅ
ｎ
＠
i
n
ｔｅ
ｒｓ
ｈ
歹

コ
ｅ
.
jｐ
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松戸市制施行60周年

現在松戸の

ジュニア・リーダーと市長の座談会
7月５日、緑濃い21 世紀の森と広場・木もれ陽の森内の「アウトドアセンター」で、子

ども会ジュニア・リーダーの皆さんと川井市長との懇談が行われました。

今年は、松戸市制施行60 周年にあたり、市内では毎月のように60 周年を記念した行事

が行なわれています。広報まつどでは、4月に市長を囲む還暦市民の皆さんをご紹介して

いますが、今回は、若者代表として、8人の中学・

高校生の皆さんが参加。市長とひざを交えて疇り合

いました。

圖秘書課O366-7303

立 花 佳 奈 さん
日暮在住、リーダーズクラブ会長
を務める高校2年生

立

花

本
日
司

会
を
務

め
る
リ
ー

ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
会
長

の
立

花
佳
奈
で
す

。
今

口

は
「
松
戸

の
過
去

・
現
在

・
未

来
」

と

い
う

こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
市
長

さ
ん

に

い
ろ
い
ろ
と
質
問
を
し

た

い
と
思

い

ま
す

の
で
、
よ

ろ
し
く

お
願

い
し
ま

す
。

市

長

松
戸
市

長
の
川
井
で
す

。
以
前

は
「
松

戸
市
子
ど
も
会
育

成
会

連
絡
協

議
会
」

の
会

長
を
ず

っ
と

や
っ
て

い
ま

し
た

が
、
ジ
ュ
ニ

ア

ー
リ

ー

ダ
ー

の
皆

さ
ん
と
こ
う
し

て
お
話
し

す
る
の
は
初

め
て

で
、
と
て
も
楽
し
み

に
し

て

い
ま

し
た

。

立

花

そ
れ
で
は
、

さ
き
ほ
ど
研
修
で

炊

い
た
ご
飯
で
作

っ
た
お
に
ぎ
り

が
あ

り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を

い
た
だ
き
な

が

ら

お
話
を
し

た

い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず

は
ウ
ー
ロ
ン
茶

で
乾
杯
！

全

員

乾
杯
！

市

長

よ
く
「
き

れ
い
に
咲
き
な

さ

い
」

つ
て
話
し

か
け

る
と
、

花
が
よ
く
咲
く

な
ん

て
言

わ
れ

る
ん

だ
け

ど
さ
、
そ

れ

だ
け
じ

ゃ
な
く
て
、

育
っ
て

い
く
中
で

い
ろ

い
ろ
な
話

を
す

る
。「
今
日
は
こ

ん

な
こ

と
が
あ
っ
て
…
」

と
か
、
そ
う

い

う
日

常
的

な
話
を
す

る
の
。
ま
あ
、
猫

と
か
犬
に
話
し

か
け

る
の
と
同
じ
だ
ね

。

今
ま

で
は
、
豊

か
な
生

活
を
し
よ
う

と

い
う
こ

と
ば
か
り

で
、
そ
う

い
う
こ

と
を
忘

れ
て
し
ま

っ
て

い
る
で
し

ょ
う

。

で
も
、
こ

の
頃

は
、

お
じ

い
ち

ゃ
ん
と

か
お

ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち

も
庭
上
を

い
じ

っ
た
り
し

て
、
緑

っ
て
大

切
な
ん
だ
な

と

い
う
感

じ
に
な

っ
て

き
た
。
そ
う

い

っ
た
こ
と

が
、
皆
さ

ん
の
お
父

さ
ん
お

母
さ
ん
、
そ

れ
か
ら
皆

さ
ん
に
続

い
て

い
け

ば
、

環
境
と

い
う
も

の
を
改
め
て

考
え

な
く

て
も
自
然
に
守

っ
て

い
け

る

ん
じ

ゃ
な

い
か
な
。

金

子

市

長
さ
ん

が
子

ど
も
の
頃
は
、

ど
ん
な
遊

び
を
し
て

い
た

ん
で
す
か
。

市

長

夏

は
川
で
泳

い
だ
り
し

て

い
た

ね
。
そ
れ

か
ら
魚
釣
り

。

今

の
市

役
所

の
と
こ

ろ
は
、
少
し
高

台
だ

っ
た

か
ら
、
探
検
隊
だ

と
か
言
っ

過
　
　
去
　
　
編

武

田

昔

の
松

戸
は
ど
ん
な
感
じ

だ

っ

た
ん
で
す

か
。

市

長

今

は
、

緑
や
環
境
を
守

る
こ
と

を
人

が
意
識
し

て
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら

な
く
な

っ
た
け

ど
、
私
の
子

ど
も
の
頃

は
人

が
ほ

っ
と

い
て
も

い

た
る
と
こ

ろ
に
自

然
が
あ

っ
た
ね
。
だ

か
ら
子

ど
も

た
ち
に
と

っ
て

は
ど
こ
も

遊
び
場
だ
ら
け
だ
っ
た
。

武

田

森

な
ど
を
守

る
の

は
大
変
な

ん
で

す
か
。

市

長

今

は
大

変
だ
ね
。

お
金

が
か

か
る
。

武

田

森

な
ど
を
守

る
た

め
に
ど
ん

な
こ

と
を
し
て

ジュニア・リーダー

ジュニア・リ

ーダーは、リー

ダーズクラブの

中 核と なる 中

学・高校生がメ

ンバーです。松

戸市子ども会育

成会連絡協議会

(並木幸雄会長･
い
る
ん
で
す
か
。

市

長

森
や
木

を
守

る
た

め
に

は
、
ち

ゃ
ん
と
手
入

れ
を
し
な
け

れ
ば
だ
め
な

ん
で
す
よ
。

武

田

市
長
さ
ん
は
実
際

に
、
木
や
花

に
話
し

か
け
た
Ｉ
す

る
ん
で
す

か
。

武田 真理 奈 さん
稔台在住、音楽鑑賞が趣味の中
学3年生

160のこども会等が力[]盟) に所属し 、子ども会

活動での指導や、こども祭りの運営への協力の

ほか、地域社会への貢献活動を目的Lこ 約60 人

で構成されています。

7月５日の懇談の当日は 、24 日から2泊3 日の

日程で茨城県立里美キャンプ場で行なわれてい

るキャンプの参加者のための研修会でした。同

キャンプには、市内の小学5 ・6年生約90 人が

参加し 、ジュニア・リーダーの指導のもと、飯

ごう炊さんなどの実習に取り組んでいます。

て
そ
の
山
林
の
中
に
入

っ
て
、
セ
ミ
と
か
ク
ワ

ガ
タ
や
ト
ン
ボ
な
ど
の

昆
虫
を
採
る
の
も
好
き

だ
っ
た
。

金

子

物
を
使
わ
ず
に

遊
べ
る
の
は
い
い
で
す

ね
。

市

長

地
域
に
は
た
く

さ
ん
の
先
輩
が
い
て
、

そ

の
先

輩

に

は

ま

た

先

輩

が

い
て
・
…

そ

ん

な

先

輩

後

輩

の

中

で

、

ベ

ー

ゴ

マ

や

メ

ン

コ

と

か

も

よ

く

や

っ
た

。「
た

ま

に

は

勉

強
し

な

さ

い
」

つ
て

い

つ

も

叱

ら

れ
て

い
た

け

ど

ね

。（
笑

）

金

子

今

の
子

ど

も

た

ち

に

や

っ

て

み

て

欲

し

い

遊

び

な

ど

は

あ

り

ま

す

か

。

市

長

遊

ぶ
工

夫

っ
て

い

う

の

か

な

。

こ

う

い
う

ふ

う

に

し

た

ら

面

白

い

と

か

っ
て

い
う

の

。

最

近

は

遊

び
に

あ

ん

ま

り

工

夫

と

か

見

な

い

ね

。

ま

あ

、

家

で

ゲ

ー

ム

で

も

し

て

い
る

の
か

、
塾

だ

と

か

い

ろ

い
ろ

な

こ

と

が

あ

る

ん

だ

ろ

う

け

ど

、
工

夫

す

れ

ば

ど

ん

な

と

こ

ろ

で

も

遊

べ

る

と

い
う

の

は

面

白

い
よ

ね

。

今
は

や
っ
て

い
る
か
ど
う

か
わ
か
ら

な

い
け

ど
、
缶
け
り
と

か
さ
。

全

員

や
っ
て
ま
１
す
Ｉ
・

金子 真里 加 さん
千駄堀在住、リーダーズクラブ
で会計を務める。野球観戦が趣
味の高校2年生

い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
学
校
に
も
外
国

人

が
何
人
か

い
る
で
し

ょ
う
し
、

ま
た
、

外
国

人

が
市
内

の
病
院
な

ど
で

看
護
師

と
し

て
働

い
て

い
た
り
し
ま
す

。

国

際
化
と

い
う

の
は
、
外
国

と
の
交

流
に
よ
る
国

際
化

と

い
う

の
も

あ
る
け

ど
、
松
戸

の
中

で
の
身
近
な
国

際
化

っ

て
い
う
の

が
非
常
に
大
事
な
ん
だ
よ
ね
。

坂

本

市
長
さ

ん
が
ホ
ワ
イ
ト

ホ
ー
ス

市

に
行

か
れ
た
こ
と

が
あ

る
と

聞
い
た

の
で
す
が
、
そ

の
時
の
感
想
は

。

市

長

あ
の
時

は
、
と
て
も
忙
し

く
て
、

の
ん
び
り

と
観
光
す

る
暇
も
な

か
っ
た

ん
だ
け
ど
、
ホ

ワ
イ

ト
ホ

ー
ス
市
と

い

う

の
は
非
常
に
緑

が
豊
か
で
し

た
。
街

は
静

か
で
落
ち

つ
い
て

い
て
、

あ
ま
り

ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
て

い
な

い
と

い
う
印
象

が

族
か
っ
た
ね
。

現
　
　
在
　
　
編

坂

本

松
戸
市
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
と
姉
妹
都
市
だ
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
今
、
ど
の
よ
う
な

交
流
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

市

長

例
え
ば
、
中
咼
生
の
英
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
を
派
遣
し

た
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ー
ナ
ン

高
校
と
の
交
流
と
か
ね
。
つ
い
こ
の
問

も
、
横
須
賀
小
学
校
と
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー

ス
市
の
小
学
校
を
国
際
電
話
で
つ
な
い

で
交
流
会
を
し
て
い
る
よ
。

そ
れ
と
民
間
同
士

の
交
流
も
相
当

あ

る
ね
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ば
か
り
で
は
な
い
け
ど
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
交
流

と
か
数
多
く
あ
る
。

で
も
ね
、
松
戸
車
内
だ

っ
て
、
今
は
約
六
十
人
に

一
人
く
ら
い
は
外
国
籍
の

市
民
で
す
。
今
、
八
千
人

以
上
い
る
の
か
な
。
も
の

す
ご
く
多
く
な
っ
て
き
て

坂本 ゆり さん

稔台在住、剣道部に所属する中
学2年生

今回、座談会が行われたアウトドアセンターは、21世紀の森と広場の自

然の中で、バーベキューやデイ・キャンプなどが楽しめる施設です。

飯ごう炊さ んの指導をするジ ュニ

アリーダー・坂本さん

過去 未来



ホ

ワ
イ

ト
ホ

ー
ス
市

の
お
父
さ
ん
、

お
母

さ
ん
方
も
み
ん
な
ジ
ェ
ン
ト

ル
で
、

街
と
し
て

落
ち

つ
い
て
い
て

い
い
な
あ

と

い
う

感
じ
で
し
た

。

岩

田

市

長
さ

ん
は
、
普
段
お
仕
事

の

な

い
日

は
ど
の
よ
う
に
過

ご
し

て

い
る

の
で
す

か
。

市

長

ち

ょ
っ
と
大

げ
さ

だ
け
ど
、
仕

事

が
何

も
な

い
日
と

い
う

の
は
、
一
年

の
う
ち

で
五
日
く
ら

い
か
な
。
だ

い
た

い
、
三
百

六
十
日
く

ら
い
は
、
何

か
し

て

い
る
ん
じ

ゃ
な

い
か
な
。

全

員

え

１

つ
９
‥

市

長

別
に
、
休

み
が
欲
し

い
と

は
思

わ
な

い
し

ね
。

つ
ま
り

そ
の
く
ら

い
楽

し

い
三
百

六
十
五

囗
。
（
笑
）

立

花

市

長

さ

ん

か

ら

見

て

、

こ

こ

が
松

戸

だ

と

言

え

る

も

の

、

ま

た

は
言

え

る
こ

と

は

あ

り

ま

す

か

。

市

長

最

近

の
市

民

の

皆

さ

ん

へ

の

ア

ン

ケ

ー
ト

の

結

果

で

は

、「
2
1
世

紀

の

森

と

広

場

」

が

人

気

が

あ

る

ね

。

こ

の

緑

の

環

境

は

、

す

ご
く

評

価

が
高

い

。
街

の
真

中

に

こ

ん

な
と

こ

ろ

が
あ
る
の
？
と
い
っ
た
感
じ
か
な
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
江
戸
川
が

あ
る
。
江
戸
川
の
水
は
、
首
都
圏
で
は

他
の
川
よ
り
も
う
ん
と
き
れ
い
で
、
河

川
敷
も
広
々
と
し
て
い
て
、
水
の
ま
わ

岩 田 梨 沙 さ ん

小金清志町在住、リーダーズク

ラブ副会長を務める高校2年生

り

の
空
間

っ
て

い
う

の
か
な
、
江

戸
川

の
環
境
と

い
う

の
も
、
す
ご
く
評
価

が

高
い
ん
で
す
よ

。

松

戸
の
緑

が
減

っ
て

い
く

の
は

残
念

な
ん
だ
け
ど
、
そ

れ
で
も
、
市
民

の
皆

さ
ん
は
緑
に
関
心

が
高

い
か
ら
、

も
っ

と
緑

を
増

や
そ
う

と
は
思

っ
て

い
る
。

緑
を
誇
れ
る
街
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ

け
ど
ね
。

豊

田

市
長
さ
ん
は
、

仕
事
な
ど
で
い
ろ
い
ろ

な
都
市
へ
行
か
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
他
市
と
比

べ
て
松
戸
は
ど
の
よ
う

に
見
え
ま
す
か
。

市

長

松
戸
は
車
只
に

隣
接

し

て

い
る
こ

と

も

あ

っ
て

、

昭

和

4
0年

代

頃

か
ら

、

新

し

く

住

む

人

が

圧

倒

的

に

増
え

た

。

だ

か
ら

、

他

の
市

と

比

べ

る

と

高
齢

化

が
目

立

っ

て

進

ん

で

き
て

い
る

ん
で

す

よ

。

だ

け

ど

、
松

戸

市

に

は

、

高

齢

・
福

祉

や

環

境

な
ど

一
般

市

民

で

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
活

動

を
し

て

い

る
人

が

他

市

よ

り

は

ず

っ
と

多

い
と

思

う

。

現

在

、

松
戸

を

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の
街

に
し

よ

う

と

い
う

こ

と

で

、

市

民

活

動

サ

ポ

ー
ト

セ
ン

タ

ー

を

開

設

し

、

ま

た

エ
コ

マ

ネ

ー
「

ア

ウ

ル
」

の

地

域

通

貨

を
試

験

的

に
使

い

は

じ

め

て

い

る
と

こ

ろ
で

す

。

ジ

ュ

ニ

ア

ー
リ

ー

ダ
ー

の
皆

さ

ん

に

も

な

お

一

層
頑

張

っ

て

も

ら

わ

な

け

れ

ば

ね

。

と
い
う

も

の
で

は
な

い
ん

だ
よ
ね
。

か
な
り
本
格

的
な
設
備

や
体

制
を
作

ら
な

い
と
松
戸

で
は
育
て

ら
れ
な

い
。

コ
ア
ラ

が
松

戸
に
来
れ

ば
、
見

た
り

触
れ
た
り
、
こ

ん
な
に

い
い
こ

と
は
な

い
ん
だ
け

ど
、
コ

ア
ラ
の
方
に
す

れ
ば
、

迷
惑
な
話

な
ん
だ
よ
ね

。

広

畸

松

戸
市
に
大

き
な

プ
ー
ル
を

造

っ
て
欲
し

い
ん
で
す

が
。

市

長

昔

は

プ
ー
ル

な
ん
か
一

つ
も
な

く
て
、
川

で
泳

い
で

い
た
け
ど
、
今

は

各
小
中

学
校
に
全
部

プ
ー
ル

が
あ
る
よ

ね

。
市

営

プ
ー
ル

や
、
和

名
ケ
谷

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー
と
高

柳
新
出

の
ク
リ

ー

ン
セ

ン
タ

ー
の
温
水

プ
ー
ル
も
Ｉ
．力
所

あ
る
。

今

は
お
金

が
な
い
ん
だ
け
ど
、
今

後

も
し

プ
ー
ル
を

造
る
な
ら

ば
、
屋

外

プ
ー
ル
で
は
な

く

、
屋
内
で
一
年

中
利
用

で
き

る
も

の
が
良

い
と
思

っ
て

い
る
。

金

子

こ
れ
か
ら

の
松
戸

市

の
た
め
に
、

市
長
さ
ん

が
や
り
た

い
こ

と
、
ま
た

は
そ

の
こ
と
に

関
し
て
私

た
ち

が
協
力

で
き
る
こ
と

な
ど
、
何
か
あ
り
ま
す

か
。

未
　
　
来
　
　
編

阿

部

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
に
は
コ
ア
ラ
の
絵
が

プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
と
姉
妹
都
市
だ
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
物
の
コ
ア
ラ
が
松
戸
で

見
た
い
で
す
。
松
戸
で
何
匹
か
飼
っ
て

シ
ン
ボ
ル
や
名
物
に
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

市

長

確

か
に
松
戸

で
は
、
コ
ア
ラ
は

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の

デ
ザ
イ

ン
だ
と
か
、

テ
レ
ビ
局
の
名

前
に
も
な

っ
て

い
る
ん

だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ユ

ー
カ
リ
か
ら

き
て

い
る
ん
だ
ね
。

松

戸
市
で
は
、
姉
妹
都
市

を
結
ん
で

か
ら
ず

っ
と
、

子
－

カ
リ

の
木
が

「
市

の
木

」
と
な
っ
て

い
る
。
外
国

の
本
を

市

の
木
に
し
て

い
る
と
い
う

の
は
、
日

阿部 洋介 さん
松戸在住、ソフトテニス部に所
属する中学2年生

本

の
中

で
も
、
珍
し

か
っ

た
ん
だ

よ
。

実
は
以
前

に
も
松
戸
に

コ

ア
ラ

を
呼

ぼ
う

と

い
う

動
き
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、

コ

ア
ラ
は
と
て
も
貴
重
な

動
物
で

ね
、
パ
ン

ダ
な

ど

と
同
じ

で
飼
育
が
も

の
す

ご
く
難
し

い
。
ユ

ー
カ
リ

の
木

が
あ
る
か
ら
飼
え

る

市

長

私
の
子
ど
も
の
頃
は
、
圧
倒
的

に
子
ど
も
が
多
か
っ
た
か
ら
、
あ
え
て

子
ど
も
の
方
に
目
を
向
け
な
く
て
も
、

街
も
社
会
も
元
気
が
あ
っ
た
。
今
は
逆

に
、
み
な
さ
ん
は
宝
物
み
た
い
で
、
圧

倒
的
に
お
年
寄
り
の
多
い
時
代
が
き
ち

ゃ
っ
て
い
る
。

私
た
ち
く
ら
い
の
年
齢
に
な
る
と
、

人
生
の
経
験
や
知
恵
だ
と
か
は
た
く
さ

ん
あ
る
ん
だ
け
ど
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
中
心
に
な
っ
て
、
活
力
、
行

動
力
が
あ
る
の
は
、
本
来
若
い
人
た
ち

な
ん
だ
よ
ね
。

街
や
社
会
を
変
え
て
い
く
の
は
、
若

い
人
た
ち
の
行
動
力
だ
と
思
う
ん
だ
。

だ
か
ら
、
若
い
人
た
ち
に
も
、
街
づ
く

り
に
積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
と
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
。

立

花

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
、
そ
の

行
動
力
を
積
極
的
に
高
め
ま
し
ょ
う
。

市

長

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
よ
。

市
で
は
、
街
づ
く
り
の
た
め
の
総
合

計
画
を
作
っ
て
い

る
け
ど
、
こ
の
計

画
が
実
現
す
る
頃

は
、
我
々
の
時
代

で
は
な
く
、
皆
さ

ん
の
時
代
な
の
だ

か
ら
。

街
づ
く
り
に
今

の
子
ど
も
た
ち
の

意
見
が
う
ん
と
入

っ
て
い
な
い
と
、

五
年
後
十
年
後
に

で
き
上
が
っ
た
街

が
、
使
い
も
の
に

な
ら
な
く
な

っ
て
し

ま
う
こ
と
だ

っ
て

あ
る
。

市

も
六
十
年

経
っ
て
、
年
を
と

っ
た

子ども会活動に参加しませんか

広崎 実 さん
日暮在住、バスケットボール部
に所属する中学1年生

人
た
ち
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
街
づ
く

り
も
大
切
な
ん
だ
よ
ね
。
そ
の
た
め
に

は
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
も
協
力
し

て
も
ら
わ
な
い
と
で
き
な
い
ん
だ
よ
。

立

花

で
き
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
も

参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
に
な
り

ま
し
た
。
市
長
さ
ん
、
皆
さ
ん
、
今
日

は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市

長

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

市には吝町会・自治会な

どを単位に 、子ども会が組

織されており、現在約160

団体、8,000 人の子どもた

ちが参J][]しています。

最近 、活動に参力[]する子

どもの数が減ってきていま

す。その原因の一つに、少

子化や室内ゲームの普及 、

塾通いなどが考えられます。

子ども会は学校生活と違

ｎア　堂注≠､在齡≠､冶う屏

ども同士が、お互いに遊びやスポーツなどを通じて教えたり、教わった

り、励まし合い助けあって、豊かな心やたくましい体を養うことのでき

る場でもあります。

少年少女時代に得た楽しい体験は、大人になっでも大いに役立つもの

です。ぜひ子ども会に加入して、活動しませんか。お子さんにも力[]入を

勧めてください。

圖こども課Q366 ―ﾜ464

豊田 正俊 さん
平賀在住、リーダーズクラブで
会計監査を務める。剣道部に所
属する高校1年生

7月５日に行われたキャンプ の研修会に参加する

子ども たち



※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

【
】
松

戸

駐

屯

地

盆

踊

り

大

会

８
月

６
日

水
午

後
５
時
3
0分

か
ら

会
場

陸
上

自
衛
隊
松
戸
駐
屯

地

グ
ラ

ウ

ン
ド
〔
雨
天

の
場
合
は
７
日

米
に
順

延
。

７
日

も
雨
天

の
場
合

は
中
止
〕
　

内

容

チ

ビ
ッ
コ
盆
踊
り

・
阿

波
踊
り

・
よ
さ

こ

い
ソ

ー
ラ

ン
、

模
擬
店
な

ど

目
松
戸
駐
屯

地
広
報
班

昔
3
8
7
・
2
1
7

1

［
］
手

賀

沼

水

辺

探

検

隊

９
月
６
日
、
1
0月

４
日

・
2
5日

、
１１
一

月
2
9日
、
1
2月

６
日
の
各
土
曜
日

〔
全

五

回
〕
午
後

１
時
3
0分
～
４

時
　

会
場

手

賀
沼
親
水

広
場

と
そ
の
周
辺
　

対
象

小

学
四
年
生
～

中
学
三
年
生
　

定
員
三

十
五
人

（
抽
選

、
結
果
は

８
月
2
6日

㈹

ま
で
に
通
知
）
　

春
用

無
料

圃
８
月

１
日
圏
～
1
5日

原

〔
必
着
〕

の

問
に

（
定
員

に
満
た
な

い
場
合

は
延
長

し
て
受
け
付
け

）
、
往

復
（

ガ
キ
に
氏

名

余

り

が
な
）
・
住
所

・
電
話
番
号

・

学
年

・
何

で
知

っ
た
か
を
記

入
し
て
、

〒
2
7
0
－
1
1
4
6

我
孫
子
市

高
野
山
新

田
一
九
三
　

千

葉
県
手

賀
沼

親
水
広
場

（

昔
0
4・
７

１
８
４

・
0
5
5
5

）
　へ

【
】
星

空

観

望

会

８
月

９
日
出
午
後
６

時
～

８
時

会

場
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室
と
屋

上
　

内

容
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
見

学
と
天

体
望

遠
鏡
で
月

な

ど
を

観
望

〔
雨
天

・

曇
天

の
場

合
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
み
〕

定
員
八
十
人
　

費
用
無
料

※
団

体

（
二
十
人
以
上

）
や
体
の
不

自

由
な
人
は

ご
相
談
く

だ
さ

い
。

圃
電

話
で
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室

登
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

［

］
プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

８

・

９

月

新

番

組

「

火

星

大

接

近

」

こ

の
夏

は
数
十
年

ぶ
り
に
地
球

と
火

星

が
大
接

近
し
ま
す

。
火
星
接
近

の
仕

組
み

や
、
望
遠
鏡
で

の
見

ど
こ

ろ
、
探

査
機

の
成
果
な
ど
を

紹
介
し
ま
す

。

８
月

２
日
出
～

９
月
2
8日

⑧
の
土

・

日
曜

日
、
祝
日

お
よ
び
夏

休
み
期

間
中

の
水

・
木
曜
日
　

投

影
開
始
時
刻
午
前

1
0時
、
午
後
１
時
3
0分
、
午
後

３
時
3
0

分

（
夏

休
み
期
間
中

の
水

・
木
曜

日
は

午
後

の
み
二
回
）
　

投
影
時
間
一
回
約

五

十
分
　

会
場

市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室
　

定
員
八
十
人
　

苣

男
十
ど
も

三
十

一
円
、
大
人
五
十
二
円
〔
団
体
（
二

十
人

以
上
）

＝
子

ど
も
二
十

一
円

、
大

人
三

十
一
円
〕

※
発
売
は
投
影

開
始
三

十
忿

圜
か
ら
二

階
受
付

で

昌
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

登
3
6
8 【

】
パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

「

知

っ

て

お

き

た

い

法

律

と

税

・

社

会

保

険

制

度

」

８

月

５

日

㈹

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

3
0分

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

っ

ど
　

内

容

税

・

社

会

保

険

制

度

の

改

定

動

向

と

今

後

の

働

き

方

に

つ

い
て

（
ガ

イ

ダ

ン

ス

終

了

後

個

別

相

談

あ

り

）

講

師

㈱
2
1
世

紀

職

業

財

団

千

葉

事

務

所

雇

用

管

理

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

・
鈴

木

義

久

氏
　

対

象

現

在

パ

ー
ト

タ
イ

マ

ー

で

働

い
て

い

る

か

、

こ

れ

か

ら

働

き

た

い
人

定

員

先

着

二

十

人

（
う

ち

個

別

相

談

十

人

）
　

善
用

無

料

圃
電

話

で

女

性

セ

ン

タ

ー

昔
3
6
4・
8
7

7
8

へ

［

］
野

菊

野

こ

ど

も

館

夏

ま

つ

り

７

月
3
0
口

米

午

後

３

時

～

４

時
3
0
分

（
２

時
3
0
分

か
ら

受

け

付

け

）
　
会

場

野

菊

野

こ

ど

も

館

内

容

ヨ

ー

ヨ

ー

つ
り

な

ど
（
品

物

に
限

り

あ

り

）
　
費

用

無

料

圜

常

盤

平

児

童

福

祉

館

登
3
8
7・
３

３

２

０

、

野

菊

野

こ

ど

も

館

（
午

後

の

み

）

登
3
3
1・
1
1
4
4

（

い
ず

れ

も

月

曜
休

館

）

［

］
太

鼓

と

芝

居

を

観

よ

う

８

月

２

日

出
午

後

２

時

～

３

時
3
0
分

（
開

場

１

時
4
5
分

）
　

会

場

常

盤

平

児

童

福

祉

館

内

容

「
い

ち

に

の
ド

ン
」

太

鼓

と

芝

居

の
た

ま

っ
こ

座
　

対

象
三

歳

以

上
（
幼

児

は

保

護

者

同

伴

）
お

年

寄
り

ま

で

窰

皐

吝
看
百

人

眥

用
鉦
萪

圃

７

月
2
5
日

窗

午

前

９

時
3
0
分

か

ら

、

電

話

で

常

盤

平

児

童

福

祉

館

昔
3
8
7・
3

3
2
0

へ

（
月

曜

休

館

）

「

」
尾

瀬

沼

周

辺

と

燧

ケ

岳

登

山

８

月

２

日

剛

午

前

６

時

新

松

戸

駅

改

札

口

前

集

合

、

３

囗

㈲
午

後

８

時

解

散

内

容

初

日

は

尾

瀬
沼

を

散

策

、
山

小

屋

に

一

泊

、
翌

日

は

燧

ヶ

岳

（
二

千

三

百

五

十

六

び
）

登

山

、

十

丿

六

時

間

三

十

分
　

対

象

六

十

歳

未

満

の
登

山

経

験

者

定

員

先

着

二

十

人
　

曹
用

一
万

九

千

八

百

円

（
貸

切

バ
ス

、
山
小

屋

一

泊

二

食

、

保

険

料

）

圃
電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

昔
0
9
0・
８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

［

］
生

涯

学

習

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

交

流

会

①
８

月

２
日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会
場

さ

わ

や

か

ち

ば
県

民

プ

ラ

ザ
　

内

容
学

生

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

よ

る
体

験

発

表

対

象

中

学

・
高

校

生

・

大

学

生

・

専

門

学

校

生
　

定

員
先

着

八

十

人
　

費

用

無

料
　

申

し

込

み

当

日

ま

で

に

、
電

話

で

②

８
月
2
9
日

蚩

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

３

時
3
0
分

会

場

さ

わ

や

か

ち

ば
県

民

プ

ラ

ザ
　

内

容

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を
考

え

る
　

対

象

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

者

・

教

職

員

定

員
先

着

六

十

人

程

度

費

用

無

料
　

申
し

込

み

８
月
2
0
日

水

ま

で

に

、

電

話

で

圃

①

蒻

と
も

千

葉

県

体

験
活

動

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
活

動

支

援

セ

ン

タ
１

昔

叫

・
７

１

３

５

・
２

２

０

０

、

さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ

ラ

ザ
普

及

課

昔
0
4
・

７
１

３

５

・
8
6
1
4

へ

［

］
千

葉

県

北

西

部

地

区

文

化

財

発

表

会

「
貝

の

今

昔

物

語

」

７

月
2
7
日

㈲

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

３

時
1
0
分

会

場
我

孫

子

市

民

プ

ラ

ザ

内

容

縄
文

時
代

か

ら

現

代

ま

で

の
貝

を

テ

ー

マ

に

し

た

発

表

と

展

示
　

巷
乕

無

料固

社

会

教

育

課

文

化

財

係

登
3
6
6・
７

４

［

］
松

戸

演

劇

鑑

賞

会

観

劇

会

「
－

ｄ

Ｏ

’・
　
－
　

ｄ

Ｏ

―・
」

８

月
3
0
日

出

午

後

５

時

～

７
時
3
0
分

会

場

巾
民

会
館
　

内

容

夫

婦

生

活

の
楽

し

さ

、

難

し

さ

を

、

村

井

国

夫

、

春
風

ひ

と

み

の
二

人

が

歌

い
踊

る
コ

ミ

カ

ル

な

ミ

ユ

廴

ン
カ

ル
　

眥

塵
（

千

円

匣
電

話

で
松

戸

演

劇

鑑

賞

会

・
小

野

昔

3
6
9
・
ｒａ
ｇ
Ｊｒａ
Ｏ
び
へ

「

」
う

た

ご

え

喫

茶

毎

月

第

一
日

曜
日

午

後

５

時

～

８

時

（
次

回

は
８

月

３

日

）
　
会

場

カ

フ

ェ

面

Ｋ

（
北

小

金

駅

北

口

）
　

内

容

さ

ま

ざ

ま

な

ジ

ャ
ン

ル

の

曲

を

ア
コ

ー

デ

ィ

オ

ン

や

フ

ル

ー
ト

に

合

わ

せ

て

歌

つ

費

用

一
回

千

円

鰯
サ

ン

ヨ

ー

ホ
ー

ム

内

・
金

本

容
3
8
6・

０

９（
）９【
】ｌ

隰

詼

・
ｑ
″Ｑ
ご
にａ
Ｏ

［
］
矢

切

ビ

ー

ル

ま

つ

り

８
月
６
日

則
・
７
日

水
午

後
６
時
～

９
時
〔
雨
天

決
行
〕
　
会
場
北
総
線
矢
切

駅
前
広
場

内

容
ビ
ン
ゴ

ダ
・
Ｉ・
ム
・
生

バ
ン

ド
演
奏

・
生
ビ

ー
ル

・
菓
子

な
ど

の
販
売

奈
徒
歩
ま

た
は
、
電
車

・
バ
ス
を
ご
利

用

く
だ
さ

い
。

固
矢
切

ビ
ー
ル
ま

つ
４

実
行

委
員
会

昔

3
6
2
・
3
6
7
3

［

］
三

療

施

術

（

は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

）

を

無

料

奉

仕

８

月
1
7
囗

㈲

午

前

９

時
3
0
分

か

ら

会

場

健

康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い

９９一
）

内

容

松

戸

市

視

覚

障

害

者

協

会

会

員

に

よ

る

三

療

施

術
　

定

員

四

卜

人
（
抽

選

）

圃
８

月

５

日

脚

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

、

は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

Ｌ

ン
の

い

ず

れ

か

ひ

と

つ

、

住

所

、

氏

名

、

年

齢

、

性

別

、

電

話

番

号

を

記

人

し

て

、

〒
2
7
0
－
2
2
1
8

松

戸

市

五

香

西

三

の
七

の

一

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

内

松

戸

市

視

覚

障

害

者

協

会

（

合
3
8
3・
7
1
1
1

）
　へ

［

］
横

須

賀

二

丁

目

町

会

夏

祭

７
月
2
6日

出
午
前
1
0時
～

午
後
８
時

会
場
大
流
公

園

内

容
模
擬
店

・
盆
踊

り

・
子
ど

も
み
こ

し

・
フ
リ

ー

了
・‐
ケ

ッ
ト
な
ど

圖
夏
祭
実
行

委
員

・
田
村

公
ｍ

・
３
１

８月は経済産業省主唱の電気使用安全月間です
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固
贈
関
東
電
気
保
安
協
会
柏
事
業
所

容
0
4・
７Ｆ
１
６
６
・
8
7
2
0

【

】
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

（

硬

式

）

９

月

～
1
2
月

毎

週

月

曜

日

の
希

望

の

ク

ラ

ス

〔
前

半

＝
午

前

９

時

～
1
0
時
3
0

分

、

後

半

＝
午

前

い
1
1
1
1

時

～

午

後
ｏ

時
3
0

分

〕
　
会

場

栗

ヶ

沢

公

園

庭

球

場

対
象

市

内
在

住

・
在

勤

の
人
　

費

用

一

万

二

千

円

（
テ

ニ

ス

保

険

料

を
含

む

）

圃
８

月

７

口

水
〔
必

着

〕
ま

で

に

、
往

復

（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・

希

望

ク

ラ

ス
（
第

二

希

望

ま

で

）
、
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、
〒
2
7
0
－
0
0

0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局
留

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
本

田

早

苗

（

登
0
9
0・
６

６

５

０

・
3
6
3
4

）
　へ

【

】
太

極

拳

講

習

会

①

７
月
2
9
日

叫

～
3
1
日

水

午

後

７
時

～

９

時

②

８

月

２

日

～
2
3
日

の
毎

週

土

曜

阡

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

①
叫

市

民

セ

ン

タ

ー

②
市

民

活

動

サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

ー
　

対

象

六

十

歳

以

上

の
人
　

内

容

肩

こ

り

・
腰

痛

予

防

の

ス

ト

レ

ッ

チ

、

八
段

錦

、

太

極

拳
　

定

員

先

着

十

五

人
　

費
用

三

千

円

匣
電

話

ま

た

は

直

接

会

場

で

、

明

あ
す

な

ろ

太

極

拳

ク

ラ

ブ

・

北

原

昔
3
6
3・
9

8
7
7

へ

［

］
沖

縄

の

秘

伝

棒

術

無

料

講

習

会

８

月

２

日

・
９

日

、

９
月

６

日

・
1
3

日

の
各

土

曜

日
　

会

場

運

動

公

園

剣

道

場

対

象

中

学

生
以

上

圃
電

話

で

山

口

登
0
9
0・
９

３

９

６

・
9

2
4
3

へ

［

］
夏

快

適

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

体

操

８

月

５
日

㈹

・
７

日

水

・
９

日

出

・

1
9日

火

・
2
1
日

附

ム
（
一
日

圉

午

前

９

時

3
0分

～
1
1
時
　

会

場

運

動

公

園

小

体

育

室
　

内

容
リ

ズ

ム
運

動

・
ス

ト

レ

ッ
チ

ー
レ

ク

ダ

ン

ス

な

ど
　

定

員

先

着

六

十

人
　

費

用

二

千

百

円
（
保

険

料

百

円

を

含

む

）

圃
当

日

会

場

で

圖
松

戸

市

健

康

体

操

連

盟

指

導

者

協

議

会

・
竹

島

？

ｍ

・
9
5
0
1

【

】
リ

ボ

ン

ク

ラ

ブ

夏

休

み

体

験

教

室

８

月
2
7
日

水

～
2
9
日

圏

①

午
前

９

時

3
0分

～
1
0
時
3
0
分

②

午
前
1
0
時
3
0
分

～

Ｈ

時
3
0
分
　

会

場

青

少

年

会

館
　

内

容

不

具

体

操
　

対

象

①

年
長

お

よ

び

小

学

校
低

学

年

女

子

芋

小
学

校
高

学

年

女

子

薺
ｍ

ご

回

五

百

円

圃
当

日

会

場

で

瞑
リ

ボ

ン

ク

ラ

ブ

・
石

山

登
3
4
7・
１

８

【

】
市

制

施

行
6
0
周

年

記

念
　

夏

季

市

民

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

（

兼

県

民

大

会

予

選

会

）

８

月
3
1
日

賄

午

前

８

時
3
0
分
受

け

付

け

、

午

前

９
時

開

始

（
コ

ー

ト
不

良

の

場

合

中

止

）
　

会

場

栗

ヶ

沢

公

園

庭

球

場

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

・
在

学

・

在

ク

ラ

ブ

の
人
　

種

目

男

女

Ａ

～

Ｄ

ラ

ン

ク

別

と

四

十

五

歳

以

上

、

小

学

生

ル

ー

ル
国

際

ル

ー

ル
　

費

用

一
チ

ー

ム

二

千

円

、

小

学

生
千

円

匣
８

月
1
5
日

㈲

ま

で

に

、
所

定

の

振

込

用

紙

で

松

戸

市

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

連

盟

・

山
下

（

昔
3
4
5・
7
0
8
4

）
へ

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
共
に
楽
し
も
う

第
２
回
ふ
れ
あ
い
2
2
コ
ン
サ
ー
ト
「
う
た
の
お
も
ち
ゃ
ば
こ
」

８

月

７

日

米

午

前
1
1
時

～

Ｈ

時
3
0
分
　

会

場

健

康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い
2
2
）
　
内

容

日

向

野

の

り

え
（
歌

）、

徳

川

ま

ゆ

み
（

ピ

ア

ノ

）

に

よ

る
童

謡

を

中

心

と

し

た

コ

ン

サ

ー
ト
　

杤
兩

無

料

※

懐

か

し

い
童

謡

を

お

子

さ

ん

と

一
緒

に

お

蕁

ぎ

く

だ

さ

い
。

圖

健

康

福

祉

会

館

登
3
8
3
.７
1
1
1

ス
ポ
ー
ツ

チャンネル

催

し

物

情報

［

］
市

民

活

動

を

推

進

す

る

人

の

た

め

の

「

パ

ソ

コ

ン

初

心

者

向

け

個

別

相

談

会

」

７

月
3
1
日

本
、

８
月

１

日

吻

・

４
日

丱
午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

の

間

で

、
希

望
す

る
時

間

二

人

一

時

間

程

度
）
　

会

場

市

民
活

動

サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

ー
　

対

象

市

民
活

動

を

進

め

る

上

で

パ
ソ

コ

ン

を

「
気

軽

に

、

上

手

に

活

用

し

た

い
」

人
　

相

談

者

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

人

材

パ

ワ

ー

ア

ッ

プ

セ

ン

タ

ー

・
パ

ソ

コ

ン

お

助

け

隊
　

費

用

無

料

圃

電

話

で

市

民
活

動

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

１

昔
3
6
8・
1
8
1
4

へ

∽C心安全エレちゃんからの一言 アドバイスCヵCO



［

］
地

球

環

境

講

演

会

「

美

し

い

地

球

を

子

ど

も

た

ち

に

」

８

月

３

日

㈱

午
後

１

時
3
0
分

～

４

時

3
0分
（
開

場

午

後

１

時

）
　
会

場

市

民

会

館
　

講

師

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

「
地

球

村

」

代

表

・
高

木

善

之

氏
　

眥

塵

則
売

り

千

円

、

当

日

千

五

百

円

、

高

校

生

以

下

五

百

円
※
託

児

あ

り

五

百

円

（
要

予

約

）

画一
電

話

で

和

久

登
3
6
1・
0
9
7
3

へ

［

］
さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ

ラ

ザ

講

座①

ふ
る
さ

と
ち

ば
ウ

ォ

ッ

チ

ン

グ

1
0月

４

日

出

～

５

日

㈲

二

泊

二

日

〕

会

場

県

立

大

房

岬

少

年

自

然

の
家
　

内

容

農

業

体

験

・

ウ
ォ

ー

ク
ラ

リ

ー
　

対

象

親

子
　

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

三

千

五

百

円
　

申
し

込
み

８

月
2
4
日

㈲
〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

講

座

名

・
住

所

・
氏

名
（
親
子

と

も
）
・
年

齢

爭

校

名

・
学

年

）
・
電

話

番

号

を

記

入

②

わ

れ
ら

壮

年

チ

ャ

レ

ン

ジ

ャ

ー

９

月

８

日

⑧

～

９

日

㈹

二

泊

二

日

〕

会

場

県

立

水

郷

小

見

川

少

年

自

然

の

家

内

容

カ

ヌ

ー

の

基
礎

を

習

得
　

対

象

四

十

歳

以

上

の
人
　

定

員

先

着

ニ

ト

五

人

費

用

四

千

円

（
宿

泊

費
・
食

事
・
保

険

料

を

含

む
）
　

申

し

込
み

８

月
2
3
日

出
〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

講

座

名

・
住

所

・

氏
名

・
年

齢

・
電

話
番

号

・

送

迎

バ

ス
乗

車

希

望

の
有

無

・
生

年

月

日

（
保

険

加

入

の

た

め

）

を

記

入

Ⅲ

①

蒻

と
も

〒
2
7
7
－
0
8
8
2

柏

市

柏

の
葉

四

の
三

の

Ｉ
　

さ

わ

や

か

ち

ば
県

民

プ

ラ

ザ
事

業

課

（

昔
0
4
・

７

１

４

０

・
８

″ｈｙ
ｌ
ｒａ

）
　へ

［
］
詩

吟

講

習

会

８
月
７
日

水

・
2
1日

米
、

９
月

４
日

困

・
1
8口

困
午
後
６
時
3
0分
～

７
時
3
0

分

会
場
馬
橋
市

民
セ
ン

タ
ー
　

費
用

無
料

（
教

本
当

日
配
布
）

圃
電
話

で
松
戸
國
誠
会

・
根
本

容
3
6
4
・

6
8
9
7

へ

【

】
生

涯

学

習

情

報

プ

ラ

ザ

の

講

座

①

か
ん

た

ん

絵

織

り

～

壁

飾

り

を
作

ろ

７

月
2
9
日

㈹

午

後

１

時

～

３

時
　

講

師
瀬

川

久

仁

子

氏
　

対

象

小

学

一
年

～

六
年

生

持

ち

物

ク
レ

ヨ

ン
・
は

さ

み
・

木

エ

ボ
ン

ド

ー
フ

ォ

ー

ク

②

好

き

な
香

り
で

ル

ー
ム

コ

ロ

ン

作

り

８

月

２

日

出

午

後

１

時

～

３

時

講

師
佐

藤

美

智

子

氏
　

持

ち

物

筆

記

用

具

①

②
と

か

会

場

文
化

ホ

ー
ル

内

生

涯

学

習

情

報

プ

ラ

ザ
　

定

員

先

着

十

人

費
用

五

百

円

（
材

料

費

）

圃
午

前
1
0
時
3
0
分

か

ら

、

電

話

で

生

涯

学
習

情
報

プ
ラ

ザ

容
3
6
7
7
8
7
1
へ

（

月

曜

休

館

）

［

］
ポ

ジ

テ

ィ

ブ

ー
ア

ク

シ

ョ

ン

普

及

促

進

セ

ミ

ナ

ー

８

月

５

日

天

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど
　

内

容

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

ー
ア

ク

シ

ョ

ン

で

男

女

共

に

活

躍

で

き

る

職

場

づ

く

り
　

対

象

事

業

主

・
企

業

の

人

事

労

務

担

当

者

な

ど
　

定

員

先

着

五

十

人
　

春
用

無

料

圃
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

商

工

観

光

課

労

政

係

登
3
6
6・
7
3
2
7

隰
3
6
6・
1

5
5
0

へ

［

］
女

性

活

用

の

た

め

の

中

間

管

理

職

セ

ミ

ナ

ー

８

月

７
日

米

午

後

２

時
～

４

時
3
0
分

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

ポ

ジ

テ
ィ

ブ

ー
ア

ク

シ

ョ

ン

で

い

き

い
き

と

し

た

職

場

を

創

る
　

対

象

女

性

部

下

を
活

用

し

た

い
中

問

管

理

職
　

定

員

先

着

三

卜

人
　

啓
用

無

料

圉
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

商

工

観

光

課

労

政
係

登
3
6
6・
7
3
2
7

隰
3
6
6・
1

5
5
0

へ

［

］
母

子

・

寡

婦

（
白

菊

会

）

手

芸

講

習

会

８

月
2
1
日

水

・
2
8
日

困

、

９

月

４
日

米

・
1
8
日

米

、
1
0
月

２

日

内

・
1
6
日

水

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど
　

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

千

円

（
会

員

無

料

）

匣
松

戸
市

母

子

寡

婦

福

祉

会

・
堀

越
a

3
6
4
・
ｌ
ｒａ
３

８

へ

【

】
動

物

愛

護

セ

ン

タ

ー

・

親

子

体

験

教

室

７

月
3
0
日

水

、

８

月

６
日

水

・
2
0
日

水

・
2
7
日

水

午

前

９

時
3
0
分

～
1
1
1
1

一
時
3
0

分

会

場

千

葉
県

動

物

愛

護

セ

ン

タ

ー

（
富

里

市

）
　
内

容

「
犬

と

友

達

に

な

る

に

は

」

な

ど
　

対

象

小
学

四

年

～

六

年

生

の
親

子
　

定

員

先

着

五

組
　

費

用

無

料圃
電

話

で

動

物

愛

護

セ

ン

タ

ー

昔
０

４

７
<
£
>　
･
9
3・
に
り
７

１

１

へ

［

］
聖

徳

大

学

オ

ー

プ

ン

ア

カ

デ

ミ

ー

（
Ｓ

Ｏ

Ａ

）

第

皿

期

公

開

講

座

９

月

～
1
2
月

会

場

聖

徳

大

学
　

入

会

金

五

千

円
（
三

年

間

有

効

）
　
費

用

一

万

五

千

円

〔
各

講

座

十

回
〕

圉
８

月

７

日

水

か

ら

、

電

話

で

聖

徳

大

学

生

涯

学

習

課

登
3
6
5・
1
1
1
1

へ

［
］
松
戸
－

Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

の
講
座

講座名 日　時 会　場 内　容 定員 持 ち 物/ 費 用

初 め て の ウ ィ

ン ドウ ズ 講 座

7/29 ㈲ 午 前10BS30 分 ～

正 午 、8/5M 午 後1 時 罷

分～5[ 時〔2 回 分 実 施 〕

文 化 ホ ー ルIT 講 座

室

超 初心 者『古]き 〔全3 回 〕 10人

筆 記用 具/2,00C

円（テ キ スト 代

を 含む ）

Word 初 級 講

座

7/30Cﾎ) 、8/6(tK) ・20 困

午 前10 時30 分 ～正 午

文 字の 入 力 か ら 、ワ ー

ド ア ート ・図 の 挿 入 ま

で 〔全3 回 〕
10人

筆 記用 具/2,00C

円（テ キ スト 代

を 含む ）

メ ー ル を はじ

め よう 講 座

7/31 休)午 前10 時30 分 ～

正 午

メ ール の 送 受 信 な ど の

基本 を 学 ぶ 10人

筆 記 用 具/500

円( テ キ ス ト 代

を 含 む)

パ ソ コ ン を 使

わ な い パ ソ コ

ン 講 座

8/2 圉 午前 ｍ 時 ～正 午

松戸 まち づ ＜リ交 流

室 テント 小屋 （東 葛

飾合 同庁 舎㈲

パ ソ コン で何 か で きる

か 、 パソ コン の 選 び 方

な ど
拓人

筆 記 用 具/50C

円( テ キ ス ト 代

を 含 む)

匣ﾜ 月25日窗午前9眄から、電話で松戸ＩＴボランティアの会容36ワー8889 へ

［

］
文

部

科

学

省

認

定

和

洋

女

子

大

学

夏

期

公

開

講

座

（

書

道

）

①

７
月
2
9
日

内
～

８

月

１

日

庸

②

８

月

３

日

収
～

６

日

水

③

８

月

８

日

次

～

Ｈ

日

涯

会
場
和

洋

女

子

大

学

定

員

一
科

目

先

着
四

十

八

人
　

費

用

実
技

一

万

二

千

円

、
講

義

八

千

円

圃
電

話

で

和
洋

女

子

大

学

夏

期

公

開

講

座

事

務

局
a
3
7
1・
1
9
3
8

（
月

～

金

曜

日

、
午

前
1
0
時

～

午

後

５

時

）

へ

［

］
発

声

と

歌

唱

の

夏

期

講

習

会

８

月
２

日
～
3
0
日

の
毎

週

土

曜
日
〔
1
6

日

を

除
ぐ

、
全
四

回

〕
午
前
1
0
時

～

正

午

会
場

市

民

会

館

内

容

「
歌

の

翼

に
（

メ
ン

デ
ル

ス

ゾ

ー
ン

）
」
を

原

語

で

練

習

講

師
土

師

雅

人

氏

（
二

期

会

）

巷
用

各
回

五
百

円

二

回

の
み

の

参

加

、

男

性

の
参

加
可

）

圜
電

話

で

女
声

合

唱

団

チ

ェ

チ

ー

リ

ア

・
阿

部

昔
3
6
2・
2
2
5
8

へ

「

」
小

金

宿

フ

ォ

ト

コ

ン

テ

ス

ト

作

品

を

募

集

内

容
小

金

の
風

景

（
自

然

、

名

所

旧

跡
）
、
風

物

習

慣
（
伝

統

行

事

、
イ

ベ

ン

ト

、

人

々

の

生

活

）

な

ど

、

小

金

の
街

を
新

し

い
視

点

か

ら

見

る

フ

ォ

ト

コ

ン

テ

ス

ト
　

募

集

期

限

９

月
3
0
日

㈹

※
詳

細

は

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

固

リ

オ

写

真

ス

タ

ジ

オ

内

小

金

宿

写

真

コ

ン

テ

ス

ト

事

務

局

登
3
4
1・
6
3
5
2

【

】
新

松

戸

総

合

手

工

芸

展

参

加

者

を

募

集

開

催
日
1
0
月
2
5
日

出

・
2
6
日

㈱

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

募

集

作

品

一

般

手

工

芸

・
生

花

・
茶

道

（
サ

ー

ク

ル

、

教

室

な

ど

グ

ル

ー

プ
参

加

、

個

人

参

加

可

）
　

費
用

参
加

賀
三

千

五

百

円

（

パ

ネ

ル

他

設

営

費

等

）
　

募

集

期

限

８

月
3
1
囗

㈱

（
出

品

予

定

数

に

な

り

次

第

締

め

切

り

）

圜

ゆ
う

か
り

手

工

芸

文

化

の

会

・
北

村

昔
3
4
4・
１
ｒａ

戸０
９

【
】松
戸
保
健
所
各
種
相
談

相 談 名 日時 内 容/対 象等( 担 当課)

女 性 の た め

の 健 康 相 談

(予 約 制)

8/6 ㈲･15 ㈲ ・

20(水許 後IE持～2

時

女 医 に よ る 女 性 の 心

身 の 健 康 に 圉 す る 相

談( 地 域 指 導課)

ｴｲ ｽﾞに関す

る棚 か エイ

ズ抗体検査

8/5 ㈹ ・19 叫 牛

後 １時30 分 ～2

時30 分
匿 名 で 相 談 ・血 液 検

査 が可 （疾 病 対 策 課 ）

※ 夜 間 検 査 時 の 車 で

の 来 所は 不 可夜 間 エ イ ズ

抗 体 検 査

8/27 圉 午 後5 ㈲

30 分～ﾜ 時30 分

※掲載以外の相談についてはホ ーム ページをご覧

＜ださ い。
URLhttp:// ∽.pref.chiba.jp/hokenjo/matsucio/

会

場
松

戸
保
健
所
　

費
用

無
料

圜
松
戸
保

健
所

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

［

］
牛

乳

お

料

理

コ

ン

ク

ー

ル

内

容

牛

乳

・

バ

タ

ー

・
生

ク

リ

ー
ム

な

ど

を

使

っ
た

オ

リ

ジ

ナ

ル

料

理
　

対

象

県

内

在

住

で

高

校

生

以

上

の
人

（
現

職

の
訓

理

師

は

除

ぐ

）

Ⅲ

９

月
2
0
日

出
〔
消

印

有

効

〕
ま

で

に

、

応

募

用

紙

か

便

せ

ん

に

、

料

理

名

‘
材

料

名

・
分

量
（
四

人

分

）
・
材

料

費

三

千

四

百

円

以

内

）
・
作

り

方

・

所

要

時

間

二

時

間

以

内

）
・
郵

便

番

号

・
住

所

・
氏

名

・
性

別

・
電

話

番

号

・

年

齢

・

職

業

を

記

入

し

て

、

干
2
6
0
－
0
0
1

4
千

葉

市

甲

臾
区

本

千

葉
町

一

三

の

一

本
千

葉

ビ

ル
　

千

葉

県

牛

乳

普

及

協

会

「
牛

乳

乳

製

品

利

用

料

理

コ

ン

ク

ー
ル

」

係

（
因
0
4
3・
2
2
4・
4
8
2
3

）

へ

Ｄ

Ｄ

Ｔ

（
ジ

フ

テ

リ

ア

・

破

傷

風

混

合

）

第

二

期

予

防

接

種

破

傷

風

菌

は

土

の
中

に

濳

ん

で

い

て

、

傷

口

か

ら

感

染

し

ま

す

。

菌

が

体

の
中

で

増

え

る
と

菌

の
出

す

毒

素

の
た

め

に

、

口

が
開

か

な
く

な

っ
た

り

、

け

い

れ

ん

を
お

こ

し

た

り

、
死

亡

す

る
こ

と

も

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

ジ

フ

テ
リ

ア

は

、
Ｄ

Ｐ
Ｔ

ワ

ク
チ

ン

が
導

入

さ

れ
て

か
ら

患

者
発

生
数

は

年

間

十
人

未

満

で

す

が

、

病

気

に

か

い

ぽ
え
よ
う
　
せ
き
　
お
う

か

れ

ば

、

高

熱

・
が

吠

様

の

咳

・
嘔

斷

な

ど

で

、

窒

息
死

す

る

こ

と

も

あ

る
恐
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見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝
市民劇場

期日 内　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

大ホ
ー

ル

8/ 2( 士) エ イ ム バレ エ ス タ ジ オ 発 表 会 15:00
エ イ ム バ レ エ ス タ ジ オ

昔O ∠1－ﾜ145-8682

４(月)
小 澤 征 爾 ＆ 新 日 本 フ ィ ル ハ ー 壬 二

ー 交 響 楽 団　　　　　　 ★( 完 売)
19:00

森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セ ン タ

ー　　　　　　 ≪  384-3331

10 ⑧
2003 サ マ ー フ ラ ダ ン ス フ ェ ス タ

ハ ラ ウ 合 同 ホ イ ケ　　　　　　 ★ 13:00 池 田 悦 子　　　 公386-3ﾜ99

20圉 美 川 憲 一 コ ン サ ー ト2003　　 ★
14:00
18:30

㈲)禅　　a  03-5354-8333

24(日)
ぐ 一 チ ョ コ ラ ン タ ン が や っ て き た

★( 完 売)
13:30
16:00

森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セン タ

ー　　　　　　S  384-3331

29 銜
四 代 目 尾 上 松 緑 襲 名 披 露 松 竹 大 歌

舞 伎　　　　　　　　　　　　 ★
14:00

森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セン タ

ー　　　　　　a  384 ―3331

30 圉 ヴ ォ ー カ ル サ ン プ リ ン ゲ　　　 ★ 18:00
森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セン タ

ー　　　　　 昔38 ∠ﾄｰ3331

31(日) サ ン ヨ ー ホ ー ム 感 謝 祭 （申 込 制 ） 13:30 サンヨ ー ホーム ㈱a  386-0221

小ホ

ー

ル

8/ 2 圉

フ ァ ミ リ ー の た め の 名 曲 コ ン サ ー

ト ／ モ イ ラ ・ミ ケ リ 一 二 ＆ 石 山 聡

ピ ア ノ デ ュ オ リ サ イ ク ル　　　 ★

1∠1:00
松 戸 ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 楽し む

会　　　　　　 容36 ワー0939

7 ㈲ ピアノ発表会 14:00 竹 内 祥 子　　　 酋3 ∠同 一8539

9 仕）第3回アスカバレエクラス発表会 15:00
ア ス カ バレ エ ク ラ ス

公O ∠|－｢7160-ﾜ856

23 ㈹
森 の 室 内 楽 ～ ハ イ デ ル ベ ル ク の 仲

間 と と も に Ⅶ ～　　　　　　　 ★
1∠1:00 森 川 室 内 楽　a  384-6825

30 ①
ニ ュ ー フ ィ ル 千 葉2003 夏 休 み フ ァ

ミ リ ー コ ン サ ー ト　　　　　 ★
14:00

聯 ニ ュ ー フ ィ ル ハ ー モ ニ ー オ

ー ケ ス ト ラ 千 葉

aO ∠に3－222 － ∠1231

休 館 日 … 月 曜 日 （祝 日 の 場 合 は 開 館 し､ 翌 日 休 館)  8/4 ㈲ は 開 館し､8/5 ㈹ は 休 館 し ま す 。

※ 公 演 に よ っ て は 駐 車 場 は 大 変 混 雑 し ま す 。 電 車 ・バ ス を ご 利 用 ＜ だ さ い 。

森 の ホ ー ル の 施 設 予 約 の 受 付 時 間 が 変 わ り ま し た

受 付 時 間 … 午 前9 時 ～ 午 後5 時 〔毎 月 初 日 行 う 応 答 月 抽 選 日 当 日 （ 休 館 日 に 当 た

る と き は 翌 日 ） は 従 来 ど お り 午 前10 時 か ら の 受 け 付 け と し ま す 〕

市民会館

期日 内　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

8/ 9 仕）第6 回 ハ ワ イ ア ン カ ー ニ バ ル 13:00 マハロクラブa04-ﾜ ロ5 －1ﾜﾜ0

10(日)松 戸 民 踊友 の 会「チ ャリ テ ィ ーシ ョ ー」 10:00 松 戸 民 踊 友 の 会　　13346 ―2255

19㈹ 松戸歌謡友の会「月例会」 11:00 松 戸 歌 謡 友 の 会　　 登38 ワー8991

24(日)
夏 の チ ャ リ テ ィ ー 歌 謡 「青 春 の 歌 声

と 華 麗 な 競 演 」　　　　　　　　 ★
13:00
18:00

ワ イ ド 企 画　　　　a362 ―ツツ6

休 館 日 … 月 曜 日 （ﾈ兄日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ）

松戸駅市民ギャラリー

期間 8/1窗～14 困 8/15 銜～28 困 8/29 窗～9/11 休）
東 パ ッ チ ワ ー ク 作 品 展

固 荒 井 美智 子Q369-011ﾜ

寿 墨 会 水 墨 画 作 品 展

固 吉 山 久 男S363-5354

染 の 花 と マ イ セ ン 絵 付 展

固 奈 良 君 恵0388-8839

西
散 歩 で ス ケ ッ チ 展

固 菊 地 健 藏 登384-0｢ｱ39

全 日 本 写 真 連 盟 松 戸 支 部 写

真 展

圄 齊 藤 博 嗣 登363-5646

百 星 会 作 品 展

圖 山 田 靖 正S391-4ﾜ8ﾜ

戸定歴史館
期間 内　　 容

9/21  (I日)ま

で

徳 川 昭 武 の み た　 百 年 前 の ま つ ど

20 世 紀 の 初 め 、戸 定 邸 の あ る じ ・徳 川 昭 武 が 撮 っ た 写 真 に は 、現 在 の 松 戸

市 内 外 を 題 材 にし か 作 品 が 多 く 含 ま れ て い ま す 。 そ の 大 半 は 今 で は 失 わ れ て

し ま っ た 景 色 や 風 俗 で す 。 こ の 夏 、昔 の 松 戸 を 振 り 返 っ て み ま せ ん か 。 子 供

も 大人 も 楽 し め る 展 示 で す 。

休 館 日 … 月 曜 日 （祝 日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ）　 開 館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後5 時

（入 館 は 午 後4 時30 分 ま で ） 入 館 料 … 一 般 拓O 円 （120 円 ）、高 校 生 大 学 生100 円 （80 円 ）、

小 中 学 生50 円 （40 円 ）。 戸 定 邸と の 共 通 入 館 券 は そ れ ぞ れ 一 般240 円 （200 円 ）、高 校 生

大学 生160 円 （120 円 ）、小 中 学 生80 円 （60 円 ）〔（　 ） 内 は 団 体 料 金 （20 人 以 上 ）〕

※毎 週 土 曜 日 は 小 ・中 学 生 の 観 驗 は 無 料 で す 。

衛
生
会
館
所
在
…

竹
ヶ
花
四
五
の
五
三

◆テレホン案内サービス　 公366－0010

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅当

直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜間歯

科診療所等)を案内〕

平日 午後4時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時
◆夜間急病診療所　　　　 登368 ―3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所O365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

松戸市の市外局番は047 です

期日 内　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

8/ 1 窗

㈱ｲ尹藤楽器ピアノ発表会
11二00

仰:00
口:00

伊藤楽器松戸営業所　S368-0111
2㈹

3(日)ピアノ発表会 13:00 鵜 飼 瑠 美 子　　　　　0342 ―9968

23( 土) 松戸 童謡 の 会 第3 回 童謡 コ ン サ ート 13:30 松戸童謡の会　　　　S343-6631

26(火) 健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラオケ普及会　0341-3623

31  (Eﾖ)囗Ｒ松戸話し方コンテスト 13二00ＨＲ松戸話し方研究会0367-0152

休 館 日 … 月 曜 日 （祝 日 の 場 合 は 開 館し 、翌 日 休 館 ）　 ※ 駐 車 場 は あ り ま せ ん 。

会　期 内　　容 問い合わせ先

B/ 1 窗 ～3( 日) 第1回梨雲会書展 梨雲会・横山　　　　　　o369 一5001

8/19  W ～24 膕 第21[ に]レ ン ガ の 会 展 覧 会 レンガの会・阿部　　　　S362-65ﾜ6

8/26  W ～31( 日)すばるの会絵画展 す ば る の 会 ・吉 田　　　　　 公384-2091

8/26  W ～31( 日) 第ﾜ回プリマベラ作品展 サ ー ク ル プ リ マ ベ ラ ・増 山S388-2ﾜ60

8/27  W ～31( 日)
第4 回 百 翠 ・香 華 書 展　 併 催

窖 嶽 社 学 生 書 展
小 金 原 文 化 の 会 ・後 藤　　　0342-08ﾜ3

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

21世紀の森と広場パークセンタ
ー 行　事　名 日　時 講　師 対簇／定貝／費用

講　座
こ ど も 手 づ く リ 教 室

ハン カ チ の 草 木 染 め

8/6  (7k)午 後IE 持

30 分 ～4 時

染 織 家 ・小 林

優 子 氏

小 学 生（低 学 年 は 保 護 者 同

伴 ） ／ 先 着30 人/300 円

圃 電 話 で パ ー クセ ン タ ー へ

展　示

ひょうたん展 8/5  W～10(日) 松戸瓢箪村

ベゴニア展 8/31  (Eﾖ)～9/7(1 日)
日 本 ベ ゴ ニ ア

協 会 千 葉 支 部

観 察 会

野 草 ウ ォ ツ チ ン ゲ

〔雨 天 中 止]
8/23 仕)午前10
時～11時30 分

自 然 解 説 員 ・

加 藤 裕 一 氏
当 日 受 付 先 着25 人 ／無 料

昆 虫 ウ ォ ツ チ ン グ

〔雨 天 中 止 〕
8/31 ⑤午前10
時～11時30 分

自 然 解 説 茴 ・

馬 場 友 希 氏
当 日 受 付 先 着25 人 ／無 料

相　談
毎 週 水 ・土 ・日 曜 日 と 祝 日　 午 前10 時 ～ 正 午と 午 後1 時 ～3 時30 分 み ど り の 相 談

茴 に よ る 花 や 緑 に 関 す る 相 談 （電 話 で も 受 け 付 け ま す ）

開 館 時 間 … 午 前9 時 ～ 午 後ら時 （8 月21 日田 か ら は 午 後4 時30 分 ま で ）　 休 館 日 … 月 曜 日

（祝 日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ）

木 も れ 陽 の 森 の 「 野 外 キ ャ ン プ 練 習 場 」 は 、8 月31 日（日）ま で ご 利 用 で き ま す 。

予 約 、 問 い 合 わ せ は ア ウ ト ド ア セ ン タ ーS385-1815 ま た は0384-2234 へ

博物館(21世紀の森と広場

内)期　間 内　　容

8/1 廁 ～31 膕

午 後1 時 拓 分 ・

3 時15 分 か ら 上

映( 土 ・ 日 曜 日 、

祝 日 は 午 前 川

時 か ら も 上 映)

ハ イビ ジ ョ ン 映 像 「未 来 へ の 教 室 ド ン ・ チ ミ ン2　 恐 竜 発 掘 を 体 験 し よ

う 」 ＜ 上 映 時 間45 分 ＞　 会 場 講 堂　 観 覧 無 料

9 月 「美 し さ 日 本　 百 の 風 景　 天 か ら 舞 い 降 り る 紅 葉 ～ 北 海 道 ・ニ セ コ 」

＜ 上 映 時 間25 分 ＞

8/160) 、9/20 ㈹ 、9/28 剛 は 講 座 ・講 演 会 開 催 の た め 、 午 後1 時 巧 分

の 上 映 は 中 止 汀 映ｲ象で 見る 昭 和 の 歴 史 」 を 上 映 す る た め8/6 ㈲ ・9 出 ・

猖 銜 の 午 後3 時15 分 か ら の 上 映 は 、3 時45 分 か ら に 変 更

8/16  W 午 後1 時

30 分～3 時

連 続 講 座 「展 示 で みる 松 戸 の 歴 史 」（市 立 博 物 館 ・友 の 会 共 催 ）

内 容 講 師 と 常 設 展 示 を 見 学 し 、解 説･ 講 演 を 聴 ＜ シ リ ー ズ 第4 回「 古 墳 時

代 の 海 の 道 と 山 の 道 」　 講 師 市 立 博 物 館 学 芸 員　 会 場 常 設 展 示 室 ・講

堂　 定 員 当 日 先 着80 人　 費 用200 円 （友 の 会 会 員 は 無 料 ）

シ ル ク ロ ー ﾄﾞ･コ レ ク シ ョ ン 公 開 資 料 … 浮 彫 「 初 転 法 輪 」（パ キ ス タ ン 出 土 ）

江 戸 時 代 旅 装 束 試 着 体 験 … 毎 月 第1 日 曜 日 午 後1 時 ・2 時 ・3 時 ・4 時 か ら 各 回 男 女 各1 人

圃 電 話 で 試 着 体 験 係S384-82ﾜ2 へ

休 館 日 … 月曜 日 （祝 日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ）・ 第4 金 曜 日･ 年 末 年 始(12/28 ～1/4

開 館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後5 時 （入 館 は 午 後4 時30 分 ま で ） 常 設 展 観 覧 料 … 一 般300

円(240 円 ）、高 一大 学 生 巧O 円 （100 円 ）、小 ・中 学 生100 円 （60 円 ）〔（　 ） 内 は 団 体 料

金 （20 人 以 上 ）〕

※毎 週 土 曜 日 は 小 ・中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す 。

ガ イ ド ツ ア ー （常 設 展 示 解 説 匚 ‥毎 日 午 前10 時 ・午 後2 時 か ら30 分 間 （観 覧 料 が 必 要 ）

畄 蜜 斃 岩 吉 田 の 鮮宙 孀 は あ 同 舟 廿 ん?1 丗 齠 の 枩 か 広 場 の 杏 料 鮮杳 場 か 厂誅||甲 く だ 蓆い

お気軽にご 相談＜ださい ６ 月の相談あ んない

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 黷

市政･一般民事
月～金曜日

午前8畤30分～刹 飭時
市民相談課

市
民

相

談

課

昔
366

・
７

３

１
９

※

一

般

民

事

相

談
＝

金

銭
・
身

の

上

・

相

続

・

離

婚

等

家

庭

問

題

の
相

談

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談

(予 約制)

月･ 火 一木曜 日 午後1 時～5 時

市

役

所

相
談

コ
ー

ナ
ー

第1 月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日 午後1 時～5 時

登 記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4月曜日 午後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午後1 時～5 時

外国人相談 第2･ 第4火曜日 午前9時～正午

住宅リフォーム 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

S366 ―

7366
マンション管偃

相談( 予約制)
第1水曜日 午前9時～正午

労働相談 第1･ 第3月曜日 午後1 時～5 時
商 工観 光

課 労政 係

0366-
7327

※内職相談は東葛飾支庁商工労政課(0361  -4089) で行っ ていますo

子育 て相談 月～金曜日
午前8時30分～

午後5時

すくすくさぽ－ と21
S367-4646

ＣＭＳ子 育 て支 援 セン

タ ー　H394-5590

チェリッシュ・サポート・

システムS308-5880

家庭児童 相談 月～金曜日 午 前9 時 ～午 後5 時 児童福祉課内

S366-7347母子婦人 相談 月～ 金 曜 日 午 前9 時 ～午 後5 時

相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖

就学相談(予約制)

月～金曜日
午前8時30分～

午後5時

教育研究所(予約専用)

S366-7600教育相談(予約制)

青少年相談
(電話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30 分

こども課

0363 ―7867

青少 年 相 談

(来所)〔予 約制 〕
午前8時30分～

午後5時

こども課

Q366-7464

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～

午後3時

市銜涓 談ｺｰﾅｰ 千

葉
地

方

法
務

局

松
戸

支

局

市
民
相

談
課

登
366

７
３

１
９

4(月) 馬橋支 所

5㈹ 六実支 所

5㈹ 小金支 所

６冰） 常盤平支所

６冰） 新松戸頡ｾﾝﾀｰ

７沐） 忖 原頏ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(a  363-6278) でも行っています。

心配ごと相談 毎週火･ 木曜日 午前10時～
午後3時

社会福祉協議会

Q365-4713

高年齢者無料職業

紹介所(65歳以上)
月～金曜日

午前9 時～ 午後5 時

(正午~午後塒 を除く)

社会福祉協議会

S365 ―4712

ゆうまつど

こころの相談
(予約制)

第1～第4月曜日 午前10時～

午後4時
女性センター
(相談室直通)

0363-0505
第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～
午後4時

消費生活センター

S365-6565

高年齢者職業相談
月～ 金 曜 日( 第3

木 曜日 を除 く)
午前9 時～午 後5 時

高年齢 者職業 相談室

25368  ― 5656

人 口 と 世 帯 （7 月１日 現 在 ）

人 口　472,351 人　　 〔十　　302 〕

男　237,293 人　　 〔十　　130 〕

女　235,058 人　　 〔十　　172 〕

世 帯　191,280 世帯　 〔十　　197 〕

口

内
は
前
月
比

c362-2050

ｽ＼1:
こj11J

皿

々゙ ､'.9.1･　I'S384 ・8181

湎測8.1?3ﾜ

c345-8900

森のホール21 霖384-5050 1酋368-0070

救急医療体制

※平成12 年度国勢調査の確定値を基準として
集計した常住人口 です。

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

文化ホールギャラリー 奏酋367-7810


